
道

路

法

制

と

環

境

保

護

は
じ
め
に

一
国
土
・
地
域
開
発
と
道
路
行
政

山
　
地
域
に
お
け
る
道
路
の
機
能

㈲
　
国
土
開
発
と
幹
線
道
路
体
系

二
　
道
路
法
制
に
お
け
る
国
と
地
方
自
治
体

Ⅲ
　
現
行
道
路
法
制
の
概
観

㈲
　
道
路
の
建
設
手
続

㈲
　
道
路
の
管
理
主
体
と
地
方
自
治

三
　
道
路
法
制
に
お
け
る
環
境
保
護

㈲
　
道
路
建
設
・
管
理
法
の
保
護
法
益

㈲
　
道
路
の
建
設
・
管
理
に
対
す
る
司
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

お
わ
り
に

は

　

じ

　

め

　

に

三

　

橋

　

良

　

士

　

明

地
方
中
核
都
市
で
あ
る
静
岡
市
は
、
地
理
的
に
は
ほ
ぼ
東
京
・
名
古
屋
の
中
間
に
位
置
し
、
こ
こ
を
通
過
し
て
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
等
に

道
路
法
制
と
環
境
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六
〇

往
来
す
る
自
動
車
交
通
の
激
し
い
所
で
あ
る
。
昭
和
四
四
年
に
は
東
名
高
速
道
路
が
開
通
し
た
け
れ
ど
も
、
通
過
交
通
道
路
と
し
て
の
国
道
一

号
線
の
役
割
は
依
然
と
し
て
高
く
、
昭
和
四
一
年
に
、
静
清
バ
イ
パ
ス
　
（
清
水
市
興
津
－
静
岡
市
丸
子
間
二
四
・
三
キ
ロ
）
の
路
線
計
画
が
発

表
さ
れ
、
昭
和
四
六
年
三
月
に
、
都
市
計
画
決
定
お
よ
び
告
示
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
静
清
バ
イ
パ
ス
建
設
の
目
的
は
、
「
第
二
次
静
岡
市
総
合
開

発
計
画
」
（
昭
和
四
五
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
「
限
界
に
達
し
て
い
る
国
道
一
号
線
の
交
通
量
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
市
内
交
通
と
通
過
交
通

の
分
離
を
は
か
る
た
め
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
静
清
バ
イ
パ
ス
建
設
は
、
公
共
事
業
と
環
境
問
題
、
さ
ら
に
は
地
域
交
通
体
系
と
都
市
計
画
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
問
題
を
は
ら
む
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
五
二
年
四
月
、
バ
イ
パ
ス
建
設
予
定
区
域
の
平
和
町
地
区
住
民
七
〇
名
は
、
道
路
区

域
変
更
処
分
の
取
消
し
を
求
め
て
静
岡
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。
す
で
に
バ
イ
パ
ス
建
設
計
画
の
発
表
以
来
、
地
元
で
は
「
静
清
バ
イ
パ
ス

反
対
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
て
、
建
設
省
お
よ
び
静
岡
市
と
の
「
交
渉
」
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
住
民
側
の
「
静
清
バ
イ
パ
ス
の
現
計
画
の
再

検
討
と
路
線
変
更
」
の
要
求
は
、
基
本
的
に
当
局
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
昭
和
五
二
年
一
月
六
日
の
建
設
省
告
示
第
一
号
を
も
っ

て
な
さ
れ
た
道
路
区
域
変
更
処
分
の
取
消
し
を
求
め
、
道
路
建
設
と
環
境
破
壊
の
問
題
を
裁
判
で
争
お
う
と
し
た
の
が
こ
の
訴
訟
で
あ
る
。

本
件
訴
訟
に
お
い
て
、
原
告
ら
は
、
本
件
道
路
の
建
設
に
よ
っ
て
、
騒
音
・
大
気
汚
染
・
振
動
そ
の
他
の
住
民
の
生
活
環
境
お
よ
び
自
然
環

境
が
破
壊
さ
れ
る
結
果
と
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
測
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
牧
、
本
年
道
路
か
建
設
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
ハ
る
。
本

件
処
分
の
違
法
性
に
つ
い
て
の
原
告
の
主
張
の
第
一
は
、
「
お
よ
そ
道
路
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
自
然
環
境
や
生
活
環
境
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
予
め
充
分
に
考
慮
し
、
道
路
公
害
の
発
生
の
防
止
を
も
当
然
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
慮
せ
ず
、
一
方
的
に

区
域
変
更
を
し
た
被
告
の
本
件
処
分
は
遵
法
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
被
告
は
か
か
る
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の

事
前
の
調
査
・
評
価
を
せ
ず
、
し
か
も
前
記
住
民
団
体
と
事
前
に
協
議
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
抜
打
ち
的
に
本

件
処
分
を
な
し
た
の
で
あ
っ
て
遵
法
で
あ
る
。
」
第
三
に
、
「
道
路
の
区
域
の
決
定
は
、
（
道
路
）
　
法
一
八
条
一
項
に
そ
の
実
定
法
上
の
根
拠
を

求
め
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
（
の
同
条
の
規
定
）
は
、
す
で
に
区
域
の
変
更
を
し
た
場
合
の
単
な
る
手
続
規
定
に
す
ぎ
な



い
の
で
あ
っ
て
、
現
行
法
上
道
路
の
区
域
の
変
更
を
認
め
る
べ
き
法
律
上
の
根
拠
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
本
件
道
路
区
域
変
更

の
処
分
は
法
律
上
の
根
拠
を
か
く
も
の
で
あ
っ
て
遵
法
で
あ
る
。
」
第
四
に
、
「
本
件
処
分
は
、
既
存
道
路
区
域
に
は
全
く
の
変
更
が
な
い
。
従

っ
て
本
件
変
更
処
分
な
る
も
の
は
、
区
域
の
変
更
と
は
い
え
な
い
か
ら
遵
法
で
あ
る
。
」
第
五
に
、
「
本
件
変
更
処
分
は
、
国
道
二
号
線
中
、
静

岡
・
清
水
両
方
の
市
街
地
を
通
過
す
る
部
分
に
代
え
て
山
の
手
を
通
過
す
る
い
わ
ゆ
る
静
清
バ
イ
パ
ス
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
計
画
の
一
部
で

あ
る
。
（
と
こ
ろ
が
、
本
件
処
分
の
変
更
区
域
は
）
　
袋
道
で
あ
っ
て
、
東
京
・
大
阪
を
結
ん
で
は
い
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
部
分
は
到
底
国

道
一
号
線
の
一
部
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
国
道
二
号
線
の
区
域
の
変
更
に
は
当
ら
な
い
か
ら
本
件
変
更
処
分
は
遵
法
で
あ
る
。
」
（
（
　
）

内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
）

以
上
が
訴
状
に
記
さ
れ
た
本
件
処
分
の
違
法
事
由
で
あ
る
が
、
本
件
訴
訟
は
、
法
解
釈
上
の
争
点
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
道
路
の
公
共
性

と
環
境
保
護
の
問
題
を
法
的
に
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
も
含
ん
で
い
る
点
に
お
い
て
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
訴
訟
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

道
路
の
公
共
性
の
具
体
的
内
容
の
分
析
は
、
「
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
い
う
と
こ
ろ
の
『
公
共
性
』
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
権
利
利
益
と
そ
れ

に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
者
の
権
利
利
益
と
の
分
裂
・
対
立
を
客
観
的
に
認
識
し
っ
つ
、
両
者
の
閲
の
価
値
序
列
の
分
析
・
体
系
化
に
ま
で
い

た
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
　
の
で
あ
る
。

す
で
に
空
港
や
新
幹
線
の
「
公
共
性
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
で
も
問
題
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
全
国
各
地
で
住
民
運
動
と
し
て
あ

る
い
は
裁
判
斗
争
に
も
な
っ
て
い
る
道
路
建
設
を
め
ぐ
る
紛
争
に
お
い
て
も
「
公
共
性
」
は
共
通
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
は
、
静
岡
お
よ
び
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
道
路
建
設
を
中
心
と
し
て
道
路
行
政
・
道
路
法
制
に
お
け
る
法
の
機
能
と
そ
の
問
題
点

を
さ
ぐ
ら
ん
と
し
た
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
問
題
の
検
討
に
際
し
て
、
道
路
建
設
は
全
国
的
地
域
的
交
通
体
系
の
整
備
の
一
環
と
し
て
国
土
開

発
・
地
域
開
発
と
密
接
な
連
関
を
も
っ
て
い
る
点
お
よ
び
道
路
行
政
・
道
路
法
制
に
お
け
る
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
な
ら
び
に
道
路
紛

争
解
決
の
法
構
造
を
主
要
な
検
討
課
題
と
す
る
。
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六
二

（
1
）
　
静
清
バ
イ
パ
ス
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
の
資
料
を
参
照
し
た
。
市
原
茂
樹
「
静
清
バ
イ
パ
ス
建
設
計
画
と
住
民
の
反
対
運
動
」
「
静
岡
県
労
働
時
評
」
一

〇
号
二
九
七
二
年
・
三
四
頁
以
下
、
市
原
「
静
清
バ
イ
パ
ス
反
対
運
動
の
経
過
と
現
局
面
」
『
月
刊
地
域
斗
争
L
一
九
七
五
年
五
月
号
・
四
四
百
以
下
、

大
岩
北
バ
イ
パ
ス
対
策
委
員
会
・
北
安
東
田
中
バ
イ
パ
ス
対
策
委
員
会
・
静
清
バ
イ
パ
ス
若
葉
町
対
策
委
員
会
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
静
清
バ
イ
パ
ス
の

路
線
変
更
を
要
求
し
よ
う
』
。

（
2
）
　
訴
状
の
全
文
は
、
静
清
バ
イ
パ
ス
反
対
同
盟
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
「
静
清
バ
イ
パ
ス
反
対
」
（
一
九
七
七
年
五
月
一
日
発
行
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
室
井
力
「
現
代
日
本
の
行
政
機
関
と
そ
の
作
用
」
『
現
代
日
本
法
分
析
し
マ
ル
ク
ス
主
義
法
学
講
座
第
六
巻
一
二
八
頁
。

（
4
）
　
各
地
の
道
路
公
害
反
対
運
動
に
つ
い
て
知
る
に
は
、
道
路
公
害
問
題
研
究
会
編
集
r
道
路
公
害
と
住
民
運
動
し
（
自
治
体
研
究
社
一
九
七
七
年
）
が
便
利

で
あ
る
。一

国
土
・
地
域
開
発
と
道
路
行
政

戦
後
の
わ
が
国
の
国
土
・
地
域
開
発
行
政
は
、
「
国
土
の
自
然
的
条
件
を
考
慮
し
て
、
経
済
、
社
会
、
文
化
等
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
見

地
か
ら
、
国
土
を
総
合
的
に
利
用
し
、
開
発
し
及
び
保
全
し
、
並
び
に
産
業
立
地
の
適
正
化
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
」
（
国
土
総
合
開
発
法
一
条
）
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
開
発
行
政
は
、
「
国
民
経
済
の
成
長
」
と
「
国
民
生
活
の
向
上
」
の

二
つ
の
目
的
を
理
念
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
現
実
客
観
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
開
発
行
政
が
地
域
に
お
け
る
人
口
の
過
密
・
過
疎
問
題
、

全
国
的
な
公
害
の
発
生
や
土
地
問
題
な
ど
種
々
の
社
会
的
矛
盾
を
激
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。

本
章
で
は
、
昭
和
五
二
年
二
月
に
決
定
さ
れ
た
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
と
そ
れ
に
先
だ
つ
同
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
静
岡
県
総
合
開

発
計
画
に
お
け
る
道
路
政
策
に
焦
点
を
あ
わ
せ
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
計
画
の
中
で
も
重
要
項
目
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
か
つ
地
域
開

発
諸
立
法
に
お
い
て
地
域
開
発
の
最
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
道
路
政
策
・
行
政
が
今
日
直
面
し
て
い
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
。



印
　
地
域
に
お
け
る
道
路
の
機
能

昭
和
五
二
年
の
静
岡
県
総
合
計
画
は
、
「
静
岡
県
発
展
の
基
本
的
な
課
題
」
の
一
つ
と
し
て
「
総
合
交
通
体
系
の
確
立
」
を
打
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
骨
子
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
第
一
に
、
「
静
岡
県
は
、
東
海
道
新
幹
線
や
東
名
高
速
道
路
な
ど
わ
が
国
を
代
表
す
る
交
通
幹
線
が

横
断
し
、
国
土
の
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
…
…
本
県
の
交
通
網
は
東
西
に
細
長
い
回
廊
と
な
っ
て
〕
本
県
全
体
が
通
過

交
通
路
と
し
て
の
性
格
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
回
廊
的
な
交
通
条
件
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
な
交
通
体
系
を
つ
く

る
た
め
南
北
交
通
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。
」
第
二
に
、
「
幹
線
交
通
網
の
整
備
と
並
ん
で
日
常
生
活
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
通
勤
や
通
学
、
あ
る

い
は
買
い
も
の
な
ど
の
た
め
の
生
活
交
通
網
の
整
備
も
積
極
的
に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
以
上
の
基
本
的
方
向
を
明
示
し
た
う
え
で
、

道
路
整
備
計
画
の
目
標
と
し
て
、
「
①
生
活
道
路
の
整
備
を
す
す
め
、
日
常
生
活
に
必
要
な
交
通
を
確
保
す
る
。
㊥
幹
線
的
な
道
路
を
整
備
し
、

ま
す
ま
す
増
加
す
る
自
動
車
交
通
に
そ
な
え
る
。
㊥
道
路
の
改
善
を
す
す
め
、
安
全
な
交
通
を
維
持
す
る
。
④
地
域
や
自
然
に
調
和
し
た
道
路

の
整
備
を
す
す
め
る
」
　
こ
と
の
四
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
、
生
活
道
路
の
整
備
を
第
一
に
掲
げ
か
つ
強
調
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
特
色
は
、
新
全
総
点

検
中
間
報
告
「
地
方
都
市
問
題
」
（
昭
和
五
〇
年
八
月
）
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
「
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
の
地
方
都
市
へ
の
影
響
は
、
単
に
こ
の
よ
う
な
交
通
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
わ
が
国
の
地
方

都
市
が
す
で
に
み
た
と
お
り
長
い
歴
史
を
も
つ
都
市
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
〝
車
時
代
″
に
即
応
で
き
る
都
市
構
造
を
も
た
な
い
た
め
種
々
の
問

題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。
道
路
整
備
の
た
め
の
水
路
の
埋
め
立
て
、
家
並
み
の
移
転
、
農
地
・
山
林
の
道
路
へ
の
転
用
、
文
化
財
の
破
壊
等

い
わ
ば
、
そ
の
都
市
の
も
つ
自
然
的
、
歴
史
的
風
土
の
破
壊
と
い
う
犠
牲
に
た
っ
て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
が
図
ら
れ
て
き
た
一
面

を
否
定
で
き
な
い
。
今
後
ま
す
ま
す
進
行
す
る
地
方
都
市
に
お
け
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
こ
れ
ら
諸
問
題
と
の
調
和
が
大
き
な
課
題
と
い

通
路
法
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六

四

ぇ
よ
う
。
」
ま
た
、
同
じ
く
新
仝
総
の
総
点
検
項
目
の
三
で
あ
る
「
全
国
幹
線
交
通
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
－
巨
大
都
市
問
題
と
そ
の
対
策

（
補
論
）
－
」
も
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
人
口
、
産
業
は
こ
れ
ま
で
急
激
な
勢
い
で
巨
大
都
市
地
域
へ
と
集
中
を
続
け
て
き
た
が
、
集

積
が
巨
大
化
し
た
大
都
市
地
域
で
は
外
部
不
経
済
が
拡
大
し
、
土
地
、
水
等
の
国
土
資
源
の
有
限
性
も
顕
在
化
し
て
、
集
積
の
利
益
を
求
め
て

集
中
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
減
退
し
、
今
日
で
は
、
人
口
、
産
業
の
地
域
的
展
開
の
基
調
は
巨
大
都
市
問
題
と
過
疎
問
題
を
根
本
的
に
解
決

し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
地
方
へ
の
人
口
定
住
、
産
業
分
散
の
基
調
を
定
着
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
全
国
幹
線
交
通
施
設
の
整
備
は
こ
の
た
め
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
妄
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
か
え
っ
て
集
中
を
促
進
さ

せ
る
と
い
う
議
論
も
あ
り
、
ま
た
璧
日
等
沿
線
地
域
の
居
住
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
」
「
…
…
新
全
国
総
合
開
発
計
画
は
、

国
土
利
用
の
新
骨
格
を
形
成
す
る
た
め
・
首
都
東
京
を
は
じ
め
札
幌
、
仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
及
び
福
岡
を
結
び
な
が
ら
全
国
の
地
方

中
核
都
市
と
連
結
す
る
新
し
い
総
合
交
通
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
昭
和
三
十
年
代
に
お
い
て
、
大
都
市
圏

内
交
通
が
ま
ず
高
速
化
さ
れ
た
が
、
近
年
、
経
済
社
会
活
動
の
広
域
化
と
生
活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
、
地
方
圏
と
大
都
市
圏
間
の
交
通
の
高

速
化
、
大
量
化
の
必
要
性
が
著
し
く
強
ま
っ
て
い
る
の
で
、
先
行
的
に
地
方
圏
と
大
都
市
圏
と
を
結
ぶ
合
理
的
な
高
速
交
通
体
系
を
確
立
し
、

ぁ
ゎ
せ
て
、
こ
れ
と
直
結
す
る
地
方
圏
内
の
関
連
交
通
体
系
及
び
地
方
圏
相
互
間
の
交
通
体
系
を
合
理
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
や
や
も
す
れ
ば
地
方
に
お
い
て
生
活
環
境
が
自
然
的
、
社
会
的
、
歴
史
的
条
件
を
超
え
た
空
的
な
近
代
化
を
促
す
こ
と
と
な
り
、

幹
線
交
通
施
設
の
整
備
が
先
行
す
れ
ば
地
方
の
生
活
圏
が
巨
大
都
市
圏
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
一
面
を
も
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
日
に
お
い
て
も
、
各
地
方
圏
か
ら
全
国
幹
線
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
促
進
の
た
め
の
強
い
要
請
が
出
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ

そ
の
整
備
は
地
方
圏
の
自
主
的
な
特
色
を
活
か
し
た
生
活
圏
の
充
実
の
た
め
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
」

そ
し
て
昭
和
五
二
年
＝
月
の
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
は
、
「
一
人
ひ
と
り
の
生
活
様
式
や
居
住
の
選
択
が
国
土
の
利
用
や
地
域
社
会

を
形
づ
く
っ
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
自
由
な
活
動
を
よ
り
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
基
盤
を
国
土
の
上
に
築
き
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ



の
た
め
の
定
住
構
想
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
住
構
想
は
、
第
一
に
、
歴
史
的
、
伝
統
的
文
化
に
根
ざ
し
、
自
然
環
境
、
生
活
環

境
、
生
産
環
境
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
居
住
の
総
合
的
環
境
の
形
成
を
図
り
、
第
二
に
、
大
都
市
へ
の
人
口
と
産
業
の
集
中
を
抑
制
し
、
一

方
、
地
方
を
振
興
し
、
過
密
過
疎
に
対
処
し
な
が
ら
新
し
い
生
活
圏
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
う
え
で
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
地
方
の
定
住
圏
に
お
け
る
交
通
の
課
題
は
、
住
民
の
円
滑
な
日
常
生
活
を
確
保
し
、
ま
た
定
住
圏

の
中
心
都
市
の
有
す
る
都
市
機
能
の
享
受
を
可
能
と
し
、
か
つ
地
方
の
産
業
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
地
方
都
市
、
農
山
村
を
通
じ
て
必
要
な
交

通
体
系
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。
…
…
こ
の
た
め
、
交
通
体
系
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
生
活
関
連
道
路
の
整

備
の
た
め
の
投
資
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
と
自
家
用
自
動
車
交
通
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
よ
う
に
最
近
の
国
お
よ
び
地
方
の
行
政
当
局
は
、
道
路
体
系
の
な
か
で
生
活
道
路
と
道
路
の
地
域
的
環
境
を
重
視
し
は
じ
め
て
き
て
い

る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
と
て
も
、
基
本
的
に
は
、
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
全
国
的
地
域
的
道
路
体
系
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
全
国
的
道
路
体
系
の
歴
史
的
展
開
を
概
観
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

㈱
　
国
土
開
発
と
幹
線
道
路
体
系

道
路
建
設
は
、
国
土
開
発
・
地
域
開
発
の
重
要
部
分
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
一
本
の
道
路
を
新
設
・
整
備
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
全
体

さ
ら
に
は
国
土
全
体
の
開
発
と
交
通
体
系
と
を
関
連
さ
せ
た
計
画
性
が
要
求
さ
れ
る
。

国
土
開
発
・
地
域
開
発
政
策
と
道
路
建
設
・
整
備
と
の
大
づ
か
み
な
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
便
宜
上
、
次
の
四
つ
に
時
代
区
分
を

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
徴
と
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
戦
後
の
道
路
行
政
・
政
策
は
昭
和
二
九
年
を
初
年
度
と
す
る
第
一
次
道

路
整
備
五
力
年
計
画
の
発
足
と
と
も
に
本
格
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
時
期
が
い
わ
ば
戦
後
復
興
期
と
し
て
第
一
期
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
1
第
二
期
は
、
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
の
時
期
で
あ
る
昭
和
二
九
年
か
ら
三
五
年
ま
で
で
あ
り
、
第
三
期
は
昭
和

道
路
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六

六

三
六
年
か
ら
四
五
年
に
至
る
道
路
整
備
五
力
年
計
画
の
第
三
次
、
第
四
次
、
第
五
次
計
画
の
時
期
で
あ
る
。
第
四
期
は
・
昭
和
四
六
年
以
降
で

あ
る
。

㈹
　
第
一
期
　
－
　
戦
後
復
興
期

こ
の
時
期
の
国
土
建
設
の
直
面
し
た
課
題
は
、
ま
ず
第
一
に
、
全
国
二
言
都
市
に
及
ん
だ
罷
災
都
市
の
復
興
・
整
備
で
あ
り
、
第
二
に
、

戦
災
・
強
制
疎
開
に
よ
る
取
壊
等
二
六
五
万
戸
、
外
地
引
揚
者
六
七
万
戸
、
戦
時
中
の
住
宅
供
給
不
足
二
八
万
戸
等
を
合
わ
せ
て
約
四
二
〇

万
戸
と
推
定
さ
れ
た
極
度
の
住
宅
不
足
に
対
す
る
応
急
措
置
で
あ
り
、
第
三
に
、
枕
崎
台
風
（
昭
和
二
〇
年
九
月
）
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
（
昭
和

二
二
年
九
月
）
等
の
自
然
災
害
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
五
年
以
降
は
、
国
土
の
復
旧
か
ら
積
極
的
な
資
源
の
開
発
へ
と

政
策
が
展
開
し
、
そ
れ
が
立
法
へ
と
反
映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
二
五
年
に
制
定
さ
れ
た
北
海
道
開
発
法
、
国
土
総
合
開
発
法

や
昭
和
二
七
年
制
定
の
電
源
開
発
促
進
法
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
時
期
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
国
土
の
復
旧
対
策
と
災
害
対
策
を
応
急
的
に
行
い
つ
つ
、
日
本
経
済
の
再
建
を
は
か

る
た
め
の
資
源
開
発
が
政
策
目
標
と
し
て
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
た
時
期
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
道
路
建
設
・
整
備
行
政
に
つ

い
て
も
同
様
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
戦
直
後
に
お
け
る
道
路
整
備
の
状
況
は
、
舗
装
率
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
国
道
一
七
二
％
、
府
県
道
三
・
五
％
、
市
町
村
道
〇
・
七

％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
道
路
の
整
備
は
ま
ず
維
持
補
修
を
重
点
と
し
た
復
旧
か
ら
開
始
さ
れ
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
三
年
）
の
制
定
等
に
よ
り
そ
の
推
進
が
は
か
ら
れ
た
。
ま
た
昭
和
二
七
年
に
は
道
路
の
管
理
体
制
の
再
編
の
た
め
の
道
路
法
が
改
正
さ
れ
、

さ
ら
に
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
七
年
）
は
有
料
道
路
制
度
の
導
入
を
は
か
っ
た
。
次
い
で
昭
和
二
八
年
に
は
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等

に
関
す
る
臨
時
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
①
道
路
整
備
に
関
す
る
五
力
年
計
画
の
策
定
、
㊥
揮
発
油
税
を
道
路
整
備
に
充
当
す
る
特

定
財
源
制
度
の
設
立
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
昭
和
三
三
年
の
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
へ
と
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。



表1道路整備5力年計画の推移　　　　（単位：億円）

7　次五力年計画

29～3333～3736～4039へノ4342～4645～4948～52

29．5．2034．2．2036．10．2740．1．2943．3．2246．3．3048．6．29

新長期所　　得中　　期経済社会新経済社会経済社会
経済計画倍増計画経済計画発展計画発展計画基本計画

2，600　　6，100　130，00　22，000　35，500　52，000　93，400

2，000　　4，500　11，000　18，000　25，000　49，600

1，900　　3，500　　8，000　11，000　25，500　47，000

1，500　1，000　　5，000

2，600　10，000　21‘000　41．000　66，000103，500195，000

計画期間（年）

閣　議　決定

経　済指　標

（億円）
一般道路事業

有料道路事業

地方単独事業

予　備　費

合　　計

道
路
法
制
と
環
境
保
護

何
　
第
二
期

昭
和
二
九
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
は
、
公
共
事
業
の
各
種
長
期
計

画
の
走
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
一
般
道
路
事
業
を
中
心
と
し
、
投
資
総
額
二
六
〇
〇
億
円
に

及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
は
、
昭
和
三
三
年
度
を
初
年
度
と
し
、
一

般
道
路
事
業
の
み
な
ら
ず
有
料
道
路
事
業
お
よ
び
地
方
単
独
事
業
を
も
含
む
投
資
総
額
一
兆
円
の

計
画
で
あ
っ
た
（
表
1
参
照
）
。

昭
和
三
一
年
初
頭
に
「
経
済
自
立
五
力
年
計
画
」
が
作
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
昭
和
三
五
年
を
目

標
に
国
際
収
支
の
均
衡
を
維
持
し
な
が
ら
の
経
済
の
「
安
定
」
的
拡
大
と
「
完
全
雇
傭
」
の
実
現

が
謳
わ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
の
三
二
年
に
は
「
新
長
期
経
済
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
が
、
第
二
次

道
路
整
備
五
力
年
計
画
は
こ
の
よ
う
な
国
の
経
済
計
画
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
道
路
行
政
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法
の
制
定
で

あ
っ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
高
速
道
路
の
計
画
は
、
す
で
に
昭
和
一
五
～
一
七
年
度
、
内

務
省
土
木
局
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
重
要
道
路
整
備
調
査
の
一
環
と
し
て
検
討
さ
れ
、
昭
和
一
八

年
に
は
約
五
、
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
国
自
動
車
国
道
網
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
た
が
、
第

二
次
大
戦
の
激
化
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
た
め
の
調
査
は
打
ち
切
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
に
至
り
昭

和
二
六
年
度
に
東
京
・
神
戸
間
の
調
査
が
再
開
さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
度
に
は
東
京
・
神
戸
間
自
動

車
国
道
計
画
の
う
ち
第
一
期
区
間
と
し
て
名
古
屋
・
神
戸
間
の
計
画
の
策
定
が
す
す
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
、
昭
和
三
〇
年
六
月
、
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法
が
第
二
二
回
国
会
に
お
い
て
四

六
七



道
路
法
制
と
環
境
保
護

三
〇
名
の
議
員
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
以
後
五
次
に
わ
た
る
国
会
に
お
い
て
審
議
の
う
え
昭
和
三
二
年
三
月
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案

の
提
案
趣
旨
説
明
に
お
い
て
、
国
土
を
縦
貫
す
る
高
速
幹
線
自
動
車
道
の
規
模
は
北
海
道
よ
り
九
州
に
い
た
る
延
長
約
三
、
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
わ
が
国
土
の
重
要
地
域
を
最
短
距
離
、
最
短
時
間
で
既
開
発
お
よ
び
未
開
発
の
地
域
を
貫
通
さ
せ
る
、
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
こ

の
法
は
昭
和
二
五
年
に
制
定
さ
れ
た
国
土
総
合
開
発
法
、
北
海
道
開
発
法
や
三
二
年
の
東
北
開
発
促
進
法
、
三
四
年
の
九
州
地
方
開
発
促
進

法
、
三
五
年
の
四
国
地
方
開
発
促
進
法
、
北
陸
地
方
開
発
促
進
法
、
中
国
地
方
開
発
促
進
法
な
ど
の
地
方
開
発
促
進
法
に
照
応
し
た
全
国
幹
線

道
路
網
づ
く
り
の
目
的
を
も
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

昭
和
三
左
四
月
に
日
本
道
路
公
団
が
発
足
し
、
昭
和
三
二
竺
〇
月
に
は
、
名
神
高
速
道
路
の
整
備
計
画
が
決
定
さ
れ
、
日
本
道
路
公
団

に
そ
の
施
行
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
時
期
に
高
速
自
動
車
国
道
建
設
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

困
　
第
三
期

こ
の
時
期
は
、
昭
和
三
〇
年
代
前
半
期
に
お
け
る
既
成
工
業
地
帯
を
中
心
と
す
る
工
業
開
発
か
ら
、
国
民
所
得
倍
増
計
画
（
昭
和
三
五
年
）

を
端
緒
に
全
国
総
合
開
発
計
画
（
昭
和
三
七
年
）
に
よ
る
拠
点
開
発
方
式
を
経
て
新
産
業
都
市
・
工
業
整
備
特
別
地
域
の
整
備
へ
と
連
な
る
地

域
格
差
の
是
正
が
重
点
的
な
政
策
課
題
と
な
る
時
期
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
交
通
・
通
信
の
全
国
ネ
ッ
ト

ヮ
ー
ク
の
整
備
等
に
よ
る
「
全
国
土
の
地
域
的
な
機
能
分
担
の
明
確
化
」
を
通
じ
て
、
「
開
発
可
能
性
を
全
国
土
に
拡
大
」
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
た
新
全
国
総
合
開
発
計
画
の
策
定
（
昭
和
四
四
年
）
へ
と
ダ
イ
ナ
、
、
、
ツ
ク
な
展
開
を
示
し
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
期
の
道
路
政
策
の
特
徴
の
第
一
は
、
昭
和
三
六
年
か
ら
始
ま
る
第
三
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
以
降
に
み
ら
れ
る
道
路
投
資
総
額
の
急

増
と
そ
の
膨
大
さ
で
あ
る
。
表
2
に
よ
っ
て
道
路
投
資
総
額
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
二
九
年
の
六
二
億
円
か
ら
漸
増
を
続
け
、
昭
和
三
五

年
に
は
二
〇
〇
〇
億
円
に
達
し
、
翌
三
六
年
に
は
三
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
、
昭
和
四
五
年
に
は
約
完
六
〇
〇
〇
億
円
へ
と
激
増
し
て
い
る
。

ま
た
道
路
投
資
は
、
建
設
関
係
行
政
投
資
の
な
か
で
も
常
に
六
割
以
上
の
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
（
表
3
参
照
）
。
一



表2　道路投資と国民経済財政規模の対比

（注）1．道路投資及び国費は50年度まで最終、51年度は補正後（救農土木、調

整費等を含む）、52年度は当初。

2．国民総生産は名目値で、50年度まで実績、51年度は実績見込、52年度

は見込み（いずれも経済企画庁による）。

3．一般会計は補正後予算，52年度は当初。

4．建設省編「建設白書」52年版、資57頁。

道
路
法
制
と
環
境
保
護

般
に
わ
が
国
の
建
設
行
政
は
即
道
路
行

政
で
あ
り
、
都
市
計
画
も
ま
た
即
道
路

計
画
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
指
摘
の
正
当
性
は
、
建
設
投
資
実

績
の
な
か
に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
特
徴

は
経
済
の
高
度
成
長
を
背
景
に
国
土
お

よ
び
地
域
開
発
政
策
の
展
開
に
応
じ
っ

つ
、
道
路
投
資
を
中
核
と
し
た
社
会
資

本
整
備
が
本
格
的
に
推
進
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。

道
路
行
政
の
第
二
の
特
徴
は
、
全
国

幹
線
道
路
を
中
心
と
し
て
そ
の
整
備
が

は
か
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
三
五
年
一
一
月
に
は
、
国
土
開

発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法
別
表
に
北
陸

自
動
車
道
が
追
加
さ
れ
、
昭
和
三
九
年

四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
一
回
国
土
開

六
九



滑
埴
避
蚕
刃
唯
事
塞
髄

芋
○

表
3
　
建
設
省
関
係
行
政
投
資
の
推
移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
　
億
円
）

3
7
　
　
　
3
8

計

道
　
　
　
路

河
川
・
海
岸

下
　
水
　
道

公
　
　
　
図

住
　
　
　
宅

6
，
5
8
9
　
8
，
0
4
0

1
0
0
．
0
　
1
0
0
．
0

4
，
1
2
5
　
5
，
2
3
5

6
2
．
6
　
　
6
5
．
1

1
，
1
9
1
1
，
2
9
8

1
8
．
1
　
1
6
．
1

3
8
1
　
　
4
9
8

5
．
8
　
　
6
．
2

7
8
　
　
　
7
6

1
．
2
　
　
1
．
0

8
1
4
　
　
9
3
3

1
2
．
3
　
1
1
．
6

3
9
　
　
4
0
　
　
4
1
　
4
2
　
　
4
3
　
　
4
4
　
　
4
5
　
　
4
6
　
　
4
7
　
　
4
8
　
　
4
9
　
　
5
0

9，
43311，
09613，
38516，
鎚
818，
04521，
48726，
01335，
14644，
19049，
40449，
54450，
406

1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
・
0
1
0
0
．
0
1
0
0
．
0

6
，
2
1
9
　
6
，
6
9
1
8
，
6
8
7
1
0
，
1
7
0
1
1
，
2
9
6
1
3
，
1
5
9
1
5
，
9
7
9
2
0
，
4
4
6
2
5
，
7
8
9
2
8
，
7
7
1
2
7
，
7
3
7
2
6
，
6
6
9

′
■
ヽ
「
■
　
　
′
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
′
ヽ
′
ヽ
　
　
′
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
′
ヽ
　
」
　
　
′
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
■
、
■
、
　
　
　
▲

6
5
．
9
　
6
3
．
0
　
6
4
．
9
　
6
3
．
4
　
6
2
．
6
　
6
1
．
2

1
，
4
4
8
1
，
6
5
3
1
，
9
4
0
　
2
，
3
0
8
　
2
，
5
4
1
3
，
0
1
0

1
5
．
4
　
1
4
．
9
　
1
4
．
5
　
1
4
．
4
　
1
4
．
1
1
4
．
0

6
1
5
　
　
8
1
3
1
，
0
3
7

6
．
5
　
　
7
．
3
　
　
7
．
7

9
4
　
　
1
3
9
　
　
1
8
4

1
．
0
　
　
1
．
3
　
　
1
．
4

1
，
0
5
7
　
1
，
5
0
0
　
1
1
5
3
7

1
1
．
2
　
1
3
．
5
　
1
1
．
5

1
，
2
7
7
　
1
，
3
8
7
　
1
，
5
9
8

7
．
9
　
　
7
．
7
　
　
7
．
5

2
6
7
　
　
3
2
7
　
　
4
3
4

1
．
7
　
　
1
．
8
　
　
2
．
0

2
，
0
2
6
　
2
，
4
9
4
　
3
，
2
8
6

1
2
．
6
　
1
3
．
8
　
1
5
．
3

6
1
．
4
　
5
8
．
2
　
5
8
．
4

3
，
5
1
8
　
4
，
6
4
0
　
6
，
4
2
8

1
3
．
5
　
1
3
．
2
　
1
4
．
5

1
，
9
1
6
　
3
，
7
3
8
　
5
，
3
0
7

7
．
4
　
1
0
．
6
　
1
2
．
0

5
6
7
　
　
7
5
4
　
　
9
3
0

2
．
2
　
　
2
．
2
　
　
2
．
1

4
，
0
3
3
　
5
，
5
4
8
　
5
，
7
3
6

1
5
・
5
　
1
5
．
8
　
1
3
．
0
　
1
5
．
0
　
1
7
．
9
　
1
8
．
1

5
8
．
2
　
5
6
．
0
　
5
2
．
9

6
，
5
7
3
　
6
，
6
9
8
　
6
，
8
5
1

1
3
．
3
　
1
3
．
5
　
1
3
．
6

5
，
4
5
9
　
4
，
7
6
7
　
6
，
0
4
2

1
1
．
0
　
　
9
．
6
　
1
2
．
0

1
，
2
1
3
1
，
4
7
2
1
，
7
3
9

2
．
5
　
　
3
．
0
　
　
3
．
4

7，
388　
乳
870　
9，
105

（
注
）
1．
建
設
省
編
「
建
設
自
書
」
50年
版
、
資
16貢
。

2・
投
資
額
の
内
訳
は
国
費
、
地
方
公
共
団
体
負
担
金
、
財
政
投
融
資
、
地
方
単
独
事
業
費
を
含
む
総
事
業
費
。

村
道
輌
皿
裔
漱
拇
裁
縫
碑
雅
朝
定
収
こ
い
′
堰
害
′
甘
虹
′
害
盟
収
明
治
貞
蚕
Q噴
皿
裔
漱
糊
Q恥
恨
埴
栗
量
根
兎
・
ふ
£
吏
0瞥
定
日
1＜
掛
声

平
定
悪
監
櫻
皿
裔
僻
村
裁
縫
建
策
蚕
根
的
点
′
司
潜
瞥
定
日
1朝
日
く
平
足
場
煙
害
盟
皿
裔
僻
村
強
弱
貯
馴
巴
○
掛
周
呵
昆
貞
要
撃
藍
皿
裔
碑

倒
邦
題
′
即
日
く
呵
足
甘
阻
肇
藍
皿
南
碑
憩
鵡
建
策
鳩
エ
ロ
二
㌢
確
叫
増
避
起
句
ふ
霹
根
的
£
′
既
刊
琵
釈
崖
輌
皿
商
圏
瑚
戴
継
要
項
旬
b堰

嬢
糊
金
港
皿
藤
樹
粗
相
世
鵡
避
刃
舟
場
£
中
′
1
く
憩
鵡
出
足
可
分
1
日
墳
墓
′
盛
軒
〇
〇
〇
♯
ロ
、
一
人
ミ
量
腫
増
皿
藤
樹
粗
相
Q
華
轄
壇

（
の
）

寒
刃
J
付
根
兎
心
慮
吏
Q
P
鳩
牒
O

J
量
J
’
U
忌
・
ふ
Q
避
丑
聖
二
諷
£
逓
寧
買
足
蚕
根
的
£
吏
ぜ
Q
P
鳩
ふ
′
培
栗
安
国
Q
匝
蜜
霊
薬
車
漣
朝
凪
宜
轟
噴
名
人
ふ
雲
量
将
領
桝
農

場
ぐ
ゼ
0世
部
鮮
悪
賢
定
日
冊
廿
堪
名
人
ふ
鰻
受
付
勅
吏
皿
裔
僻
村
埴
蜜
薄
根
Q吏
兎
Q需
榊
頼
朝
樽
刃
J′
軍
恨
避
恨
埴
栗
足
項
輌
蛮
11′
1く



○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
追
加
し
て
全
国
に
わ
た
る
三
二
路
線
、
約
七
、
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
を
別

表
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法
の
一
部
改
正
法
案
を
提
出
し
、
こ
れ
は
昭
和
四
一
年
七
月
に
制
定
さ
れ
、
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
建
設
法
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

同
法
一
条
で
は
、
そ
の
目
的
を
「
国
土
の
普
遍
的
開
発
を
は
か
り
、
画
期
的
な
産
業
の
立
地
振
興
及
び
国
民
生
活
債
域
の
拡
大
を
期
す
る
と

と
も
に
、
産
業
発
展
の
不
可
欠
の
基
盤
た
る
全
国
的
な
高
速
自
動
車
交
通
網
を
新
た
に
形
成
さ
せ
る
た
め
、
国
土
を
縦
貫
し
、
又
は
横
断
す
る

高
速
幹
線
自
動
車
道
を
開
設
し
、
及
び
こ
れ
と
関
連
し
て
新
都
市
及
び
新
農
村
の
建
設
等
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

次
に
こ
の
時
期
の
道
路
整
備
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。
一
般
国
道
は
、
昭
和
三
〇
年
当
時
、
改
良
率
三
五
％
、
舗
装
率
一
七
・
二
％
で
あ
っ

た
が
、
四
五
年
に
は
改
良
率
八
〇
・
六
％
、
舗
装
率
八
三
・
六
％
と
な
っ
た
。
ま
た
都
道
府
県
道
は
、
昭
和
三
〇
年
当
時
、
改
良
率
三
二

％
、
舗
装
率
四
・
八
％
で
あ
っ
た
が
、
四
五
年
に
は
改
良
率
四
五
・
五
％
、
舗
装
率
四
五
二
％
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
他
方
、
市
町
村
道

は
昭
和
≡
年
度
末
に
改
良
率
六
％
、
舗
装
率
一
％
の
極
め
て
低
い
整
備
水
準
に
あ
っ
た
が
、
四
五
年
に
至
っ
て
も
な
お
、
改
良
率
一
五
・
五

％
、
舗
装
率
三
・
〇
％
と
い
う
状
態
で
し
か
な
か
っ
た
（
表
4
参
照
）
。
こ
の
こ
と
よ
り
道
路
整
備
は
国
道
を
優
先
的
に
し
て
行
な
わ
れ
、

都
道
府
県
道
さ
ら
に
は
市
町
村
道
の
お
く
れ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

伺
　
第
四
期

高
度
経
済
成
長
政
策
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
本
格
的
な
展
開
を
続
け
た
国
土
開
発
・
地
域
開
発
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
至
り
さ
び
し
い
状

態
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
三
〇
年
代
以
降
の
高
度
成
長
政
策
の
矛
盾
と
昭
和
四
七
年
の
田
中
内
閣
の
「
日
本
列
島
改

造
」
計
画
に
基
づ
く
景
気
拡
張
政
策
の
結
果
・
物
価
の
い
っ
そ
う
の
高
騰
化
と
不
況
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
都
市
に
お
け
る
人
口
の
集
中
と

農
村
に
お
け
る
過
疎
の
問
題
、
全
国
的
規
模
で
の
公
害
の
発
生
な
ど
の
社
会
的
諸
矛
盾
を
顕
在
化
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
八

年
秋
の
石
油
危
棟
の
発
生
に
よ
り
、
「
減
速
経
済
」
が
強
い
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
計
画
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
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表4　道路整備の推移

改　　良 （単位：千血．％）

舗　　装 （単位：千血．％）

（注）1・各年度末現在・50年度は51年4月1日現在，51年度は見込（地方単独
を含む）。

2．上段は延長、下段は率である。

3・49年度の一般国道の改良率、舗装率が前年度より低下しているのは国
道昇格による。

4・建設省編「建設自書」52年版、資59貢。
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表
5
　
道
路
種
別
投
資
額
の
推
移

（
注
）
1．2．3．

一
般
道
路
に
つ
い
て
は
一
般
道
路
事
業
、
街
路
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
の
決
算
額
で
あ
る
0

有
料
道
路
は
業
務
外
支
出
、
業
務
管
理
費
、
受
託
費
を
除
い
た
決
算
額
で
あ
る
0（
な
お
、

「
人
と
国
土
」
16号
、
107貢
よ
り
。

憎
埴
悪
事
刃
鮮
畢
堕
捲

50年
度
は
予
算
額
で
あ
る
。
）

中
111



（単位：ppm）
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表6　都内3か所の自動車排出ガス測定局の激定結果
（1）一酸化炭素

（単位：pphm）

※※7～12月※1～5月

（2）窒素酸化物

※9～12月　※※7～12月

環境庁編「環境自書」昭和52年版、140頁より。（注）

七
四

ペ
ー
ス
を
み
る
と
、
国
道
は
三
〇
年
代
よ
り
年
平

均
二
～
三
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
町
村

道
は
四
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
年
平
均
〇
・
七
％

弱
の
増
加
で
、
四
〇
年
代
後
半
で
も
一
・
五
％
程

度
と
未
だ
低
い
状
態
で
あ
る
。
道
路
舗
装
率
に
つ

い
て
も
、
改
良
率
と
同
様
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
国

道
は
四
〇
年
代
前
半
よ
り
年
平
均
五
～
六
％
の
増

加
率
を
示
し
、
四
七
年
に
は
九
〇
％
を
超
え
て
い

る
の
に
対
し
、
市
町
村
道
は
四
〇
年
代
後
半
に
は

年
平
均
二
・
五
％
の
増
加
率
を
示
す
も
の
の
全
体

と
し
て
そ
の
遅
れ
が
著
し
い
。
こ
れ
を
道
路
種
別

投
資
額
の
推
移
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
四
五
年
度

以
降
、
一
般
国
道
へ
の
投
資
が
頭
打
ち
と
な
り
、

一
般
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
へ
そ
の
投
資
の
重

点
が
移
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

（
表
5
参
照
）
。

ま
た
道
路
整
備
に
関
す
る
こ
の
時
期
の
特
徴

は
、
道
路
公
害
の
増
大
と
そ
れ
へ
の
対
策
で
あ



る
。
道
路
公
害
は
、
発
生
源
の
多
様
性
お
よ
び
影
響
の
広
域
性
を
そ
の
特
徴
と
す
る
が
、
ま
ず
自

動
車
に
よ
る
振
動
・
騒
音
と
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
が
あ
げ
ら
れ
る
。
東
京
都
内
三
カ
所
の

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
の
測
定
結
果
を
み
る
な
ら
ば
、
一
酸
化
炭
素
、
窒
素
酸
化
物
等
の
大
気

汚
染
物
質
は
い
ず
れ
も
昭
和
四
四
～
四
五
年
頃
を
ピ
ー
ク
と
し
以
後
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る

300件

（
表
6
参
照
）
。

さ
ら
に
交
通
事
故
の
発
生
も
広
い
意
味
で
道
路
公

害
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
交
通
事
故
は
近
年
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
は
い

え
、
西
欧
諸
国
に
く
ら
べ
て
圧
倒
的
多
数
を
示
し
て

い
る
（
表
7
、
図
1
参
照
）
。

と
の
よ
う
な
道
路
公
害
の
多
発
に
対
し
て
、
昭
和

四
五
年
に
道
路
構
造
令
の
改
正
が
行
な
わ
れ
、
従
来

の
車
道
中
心
主
義
を
若
干
修
正
し
て
、
自
動
車
専
用

道
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
の
規
定
が
新
し
く
追
加

さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
四
六
年
に
は
、
公
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
い
て
、
一
般
の
地
域
お
よ
び
道
路
に
面
す

る
地
域
の
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
が
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
四
五
年
の
騒
音
規
制
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
工

道
路
法
制
と
環
境
保
護

表7　わが国の道路交通事故

（注）日本国勢図会1976による。

図－1主要国の道路交通事故率1億台キロあたり

0　　　　　　　　　100　　　　　　　　　200

日本国勢同会1975による。

日　　本

オランダ

イギリス

ド　イ　ツ

フランス

イタリヤ

アメリカ

（注）



表8　公共投資における環境保全関係投資の推移

（単位：億円，％）

道
路
法
制
と
環
境
保
護

環境庁「環境保全経費等凱運輸省「運輸経済年次報告」，建設省
「国土建設の現況」等による。

（）内は公共投資に占める環境関係部分の割合。

道路整備の公共投資額は総道路投資のうち国費の部分である。また環

境関係は，環境保全経費として計上された額である。

空港整備については，事業費ベースである。

（注）1．

4．

5・環境庁編「環境白書」53年版，64貢より。

七
六

場
、
事
業
場
騒
音
、
建
設
騒
音
お
よ
び
自
動
車
騒
音
の
規
制
が
進
め

ら
れ
、
昭
和
四
六
年
に
は
「
指
定
地
域
内
に
お
け
る
自
動
車
騒
音
の

限
度
を
定
め
る
命
令
」
（
総
理
府
・
厚
生
省
令
）
に
よ
り
、
道
路
周
辺

地
域
に
お
い
て
限
度
を
越
え
た
自
動
車
璧
目
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

知
事
が
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
、
道
路
交
通
法
の
規
定

に
よ
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
い
わ
ゆ
る
要
請
基
準
が

定
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
時
期
に
は
道
路
公
害
対
策
が
積
極
的
に
す

す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
道
路
整
備
の
た
め
の
公
共

投
資
の
中
で
環
境
関
係
の
占
め
る
割
合
は
き
わ
め
て
低
い
と
考
え
ら

れ
る
（
表
8
参
照
）
。

次
に
高
速
幹
線
道
路
の
整
備
の
状
況
を
考
察
し
よ
う
。
前
述
の
如

く
、
わ
が
国
の
高
速
道
路
は
、
昭
和
四
〇
年
の
名
神
高
速
道
路
、
昭

和
四
四
年
の
東
名
高
速
道
路
の
全
通
と
と
も
に
そ
の
建
設
が
本
格
化

し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
推
移
を
図
2
に
よ
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
昭

和
四
五
年
か
ら
四
八
年
ま
で
建
設
費
予
算
額
お
よ
び
整
備
計
画
延
長

数
は
大
巾
に
増
大
し
た
の
に
比
し
、
四
八
年
以
降
は
低
滞
ぎ
み
と
い

う
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
る
。



図－2　高速国道建設の推移（40年度以降）

（億円）建設費予算（最終予算ベース）
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七
八

こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
概
観
か
ら
、
わ
が
国
の
道
路
整
備
は
、
国
土
開
発
・
地
域
開
発
政
策
の
展
開
に
対
応
し
っ
つ
、
全
国
的
幹
線
道
路
を
基

本
と
し
て
整
備
が
す
す
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
と
あ
い
か
さ
な
っ
て
、
全
国
的
大
量
的
な
道
路
公
害
・
交
通
公

害
が
発
生
し
た
と
い
え
る
。

（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　′′■ヽ　　（

9　8　7　6　5　4　3　2　1
）　　ヽJ　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）

『
静
岡
県
総
合
計
画
』
昭
和
五
二
年
二
月
、
一
四
頁
、
一
二
七
頁
参
照
。

国
土
庁
「
人
口
・
産
業
の
動
向
と
地
方
都
市
」
『
人
と
国
土
』
第
一
巻
四
号
、
二
三
頁
以
下
。

国
土
庁
「
全
国
幹
線
交
通
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
」
『
人
と
国
土
』
一
六
号
、
九
六
頁
。

前
掲
資
料
『
人
と
国
土
』
一
六
号
、
一
四
七
頁
。

昭
和
五
二
年
二
月
四
日
閣
議
決
定
「
全
国
総
合
開
発
計
画
に
つ
い
て
」

建
設
省
編
『
建
設
自
書
（
昭
和
五
二
年
版
）
三
二
五
頁
以
下
参
照
。

建
設
省
編
r
建
設
自
書
（
昭
和
五
二
年
版
）
』
四
〇
頁
参
照
。

山
根
孟
「
高
速
道
路
の
歩
み
・
現
状
・
将
来
計
画
」
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
『
現
代
日
本
の
交
通
問
題
」
二
二
五
頁
以
下
参
照
。

山
根
・
前
掲
論
文
参
照
。

二
　
道
路
法
制
に
お
け
る
国
と
地
方
自
治
体

餌
　
現
行
道
路
法
制
の
概
観

一
般
に
、
公
衆
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
物
的
施
設
を
道
路
と
称
す
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
単
一
の
法
に
よ
り
建
設
・
管
理
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
道
路
に
は
、
道
路
法
に
よ
る
道
路
の
は
か
、
道
路
運
送
法
に
よ
る
自
動
車
道
、
漁
業
法
・
港
湾
法
・
鉱
業
法
・
自
然
公

園
法
・
都
市
公
園
法
等
に
よ
る
道
路
、
さ
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
農
道
、
林
道
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
の
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
つ

い
て
検
討
す
る
。



道
路
法
は
、
道
路
を
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
の
四
種
類
に
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
関
係
法
は

（
1
）

き
わ
め
て
多
数
に
及
ぶ
が
、
表
9
の
と
お
り
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ
の
道
路
建
設
・
管
理
基
本
法
の
中
で
も
基
本
法
に
位
置
す
る
も
の
が
道
路
法
で
あ
る
。
道
路
法
は
、
「
道
路
に
関
し
て
、
路

線
の
指
定
及
び
認
定
、
管
理
、
構
造
、
保
全
、
費
用
の
負
担
区
分
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
交
通
の
発
達
に
寄
与
し
、
公
共
の
福
祉

を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
道
路
の
新
設
・
整
備
の
場
合
の
道
路
構
造
の
一
般
的
技
術
的
基
準
を
定
め
た
も
の
に
、
道
路

構
造
令
（
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
九
日
政
令
三
二
〇
号
）
が
あ
る
。
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
の
特
別
法
と
し
て
高
速
自
動
車
国
道
法

お
よ
び
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
が
あ
る
。

第
二
グ
ル
ー
プ
は
道
路
整
備
促
進
政
策
法
で
あ
る
。
そ
の
中
の
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
は
、
道
路
の
緊
急
整
備
を
は
か
る
た
め
、
国
が
道
路

整
備
の
五
力
年
計
画
を
立
案
遂
行
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
道
路
整
備
五
力
年
計
画
は
、
昭
和
二
九
年
度
度
を
初
年
度
と
し
て
始
ま

り
、
五
三
年
度
か
ら
は
第
八
次
五
力
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
こ
の
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
は
、
道
路
整
備
費
の
財
源
を
特
定
財
源
す

な
わ
ち
揮
発
油
税
収
入
の
全
額
と
石
油
ガ
ス
税
収
入
の
二
分
一
の
額
に
求
め
る
こ
と
を
制
度
化
し
て
い
る
（
同
法
三
条
）
点
に
特
色
が
あ
る
。

わ
が
国
で
こ
の
よ
う
な
特
定
財
源
制
度
を
設
け
て
い
る
の
は
、
道
路
整
備
事
業
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
車
が
増
加
す
れ
ば
道
路

財
源
も
豊
か
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
道
路
整
備
が
す
す
め
ば
ま
た
車
が
増
え
る
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返
す
と
い
う
一
面
が
あ
る
。

第
三
グ
ル
ー
プ
は
有
料
道
路
関
係
法
で
あ
る
。

自
動
車
専
用
道
路
の
通
行
車
輪
か
ら
料
金
を
と
っ
て
道
路
建
設
資
金
を
償
還
す
る
と
い
う
方
式
が
有
料
道
路
制
度
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
じ

め
て
こ
れ
を
採
用
し
た
の
は
昭
和
二
七
年
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
と
特
定
道
路
整
備
事
業
特
別
会
計
法
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和

二
八
年
二
一
月
よ
り
通
行
料
金
を
徴
収
し
て
供
用
を
開
始
し
た
三
重
県
松
坂
市
1
伊
勢
市
間
の
参
宮
道
路
が
わ
が
国
の
有
料
道
路
第
一
号
で
あ

る
。
当
初
、
建
設
省
は
、
観
光
道
路
な
ど
の
利
用
者
負
担
が
当
然
と
思
わ
れ
る
場
合
の
み
採
用
す
る
と
の
方
針
で
、
事
業
主
体
を
都
道
府
県
と

道
路
法
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と
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保
護



表9　日本の現行道路関係法

l道路管理の基本法l

道路法（昭27）

道路の修繕に関する法律

（昭23）

高速自動車国道法（昭32）

国土開発幹線自動車道建

設法　　　　（昭32）

早期整備のための政策法

（五箇年計画関係）

道路整備緊急措置法

（昭33）

道路整備特別会計法

（昭33）

積雪寒冷特別地域におけ

る道路交通の確保に関す

る特別措置法　（昭31）

奥地等産業開発道路整備

臨時措置法　（昭39）

交通安全施設等整備事業

に関する緊急措置法

（昭41）

踏切道改良促進法（昭36）

（地域開発関係）

山村振興法

離島振興法

豪雪地帯対策特別措置法

過疎地域対策緊急措置法

奄美群島坂興特別措置法

沖縄振興開発特別措置法

後進地域の開発に関する
公共事業に係る国の負担

割合の特例に関する法律

新産業都市建設及び工業

整備特別地域整備のため

の国の財政上の特別措置

に関する法律

首都圏，近畿圏及び中部

圏の近畿整備地帯等の整
備のための国の財政上の

特別措置に関する法律

新東京国際空港周辺整備

のための国の財政上の特

別措置に関する法律

有料道路関係法

道路整備特別措置法

（昭31）

日本道路公団法（昭31）

首都高速道路公団法

（昭鎚）

阪神高速道路公団法

（昭37）

本州四国連絡橋公団法

（昭45）

地方道路公社法（昭45）

道路財源法

揮発油税法　（昭24）

地方道路税法　（昭30）

地方道路譲与税法

（昭30）

石油ガス税法　（昭40）

石油ガス譲与税法

（昭40）

自動車重量税法（昭46）

自動車重量譲与税法

（昭46）

地方税法　　　（昭25）

その他の関係法

共同溝の整備等に関する

特別措置法

軌道法

都市モノレールの整備の

促進に関する法律

石油パイプライン事業法

道路運送法

交通安全対策基本法

道路交通法

自転車道の整備等に関す

る法律

駐車場法

公共土木施設災害復旧事

業費国庫負担法

その他
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表10　道路特定負源関係税一覧

税 目

国税・地方
税の別，一
般・特定財
源の別

税　　率
譲与先

（交付）

譲与（交付）

総　　　　額

譲与（交付）

基　　　　準

道
路
法
制
と
環
境
保
護

揮発油税

地方道路
譲与税

石油ガス
税

石油ガス
譲与税

軽油引取
税

自動車取
得税

自動車重
量税

自動車重
量譲与税

国　税
国特定財源

国税（地方
道路税）
譲与財源
地方特定財
源

国　税
国特定財源

譲与税
地方特定財
源

都道府県税
地方特定財
源

都道府県税
地方特定財
源

国　税
国一般財源

譲与税
地方特定財
源

円／ぱ
36，500

円／ぱ
6，600

円／吻
17．5

円／吻
19，500

自動車取
得価格の
5％

乗
車
購
い

㈲
姻
1

2
，
6
ル

都道府県
指定市

市町村
（含む特
別区）

都道府県
指定市

都道府県
（除く指
定都市所
在県）
指定市

市町村

指定市

市町村
（含む特
別区）

譲与税総額の
4／5

譲与税総額の
1／5

石油ガス税総
額の1／2

税収総額

税収総額
×9／10×

指定市内道路
指定府県内道路
税収総額×
95／100×7／10

×（0．665）

税収総額
×95／100×7／

10×

指定県内道路
指定市県内道路

自動車重量税
総額の1／4

道路（国道，
都道府県道）
の延長及び面
積で按分

道路（市町村
道）の延長及
び面積で按分

道路（国道，
都道府県道）
の延長及び面
積で按分

道路（国道，
府県道）の面
積

道路（市町村
道）の延長及
び面積で按分
道路（国道府
県道）の面積

道路（市町村
道）の延長及
び面積で按分

（注）1．この他に，道路自動車関係税等としては，以下のものがある。
乗用車に課せられる物品税（国税，国一般財源）
自動車税（地方税，地方一般財源）
軽自動車税（地方税，地方一般財源）
交通反則金（罰金，地方単独交通安全事業特定財源）
都市計画税（地方税，都市計画事業特別財源）



表11道路事業費に占める特定財源の比率

（1）地方費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：億円）

道
路
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制
と
環
境
保
護

（注）1・51年度及び52年度の道府県，指定市，市町村ごとの事業費の配分は，50
年度決算額における事業費のあん分率によった。

2・事業費には，臨時市町村道整備事業債（51年度2，000億円，52年度2，500
億円）に係る事業費は含んでいない。

3・自動車取得税及び軽油引取税については徴税費相当額を控除した後の額。

（単位：億円）（2）国　費

（注）特定財源には，自動車重量税は含んでいない。

八
二

特
定
市
に
限
定
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
一
年
の
日
本

道
路
公
団
法
の
制
定
以
降
高
速
道
路
の
建
設
の
た
め

に
も
こ
の
制
度
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

（
3
）

っ
た
。

第
四
グ
ル
ー
プ
は
、
道
路
財
源
法
で
あ
る
。

有
料
道
路
を
除
い
た
道
路
整
備
の
資
金
は
、
一
般

財
源
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
般
税
収
と
特
定
財
源
と
呼

ば
れ
て
い
る
揮
発
油
税
、
石
油
ガ
ス
税
、
地
方
道
路

譲
与
税
、
軽
油
取
引
税
、
自
動
車
取
得
税
、
自
動
車

重
量
譲
与
税
な
ど
の
多
種
の
税
収
に
よ
っ
て
確
保
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
特
定
財
源
関
係
税
の
税
率
、
譲
与

率
、
譲
与
基
準
等
は
表
1

0
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
各
種
税
徴
収
の
根
拠
と
な
る
も
の
が
第
四
グ
ル

ー
プ
の
法
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
行
の
特
定
財
源
制
度
の
も
と
で
の

道
路
事
業
費
に
占
め
る
特
定
財
源
の
比
率
を
表
1
1
に

ょ
っ
て
み
て
み
る
と
次
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
せ
宣
。
東
和
五
一
年
度
予
算
で
み
る
と
、
国
の
特



定
財
源
比
率
八
九
・
七
％
に
対
し
、
地
方
費
は
五
四
・
〇
％
で
あ
り
、
特
に
市
町
村
の
特
定
財
源
比
率
は
四
六
・
二
％
と
国
の
約
半
分
に
す
ぎ

な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
行
特
定
財
源
制
度
は
国
に
対
し
て
は
手
厚
く
て
、
地
方
に
対
し
て
は
手
う
す
い
も
の
と
彗
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
の
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
他
の
関
係
法
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
道
路
・
交
通
公
害
対
策
規
定
を
含
む
法
で
あ
る
。

㈱
　
道
路
の
建
設
手
続

あ
る
地
域
に
道
路
を
新
設
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
道
路
は
地
域
全
体
さ
ら
に
は
国
土
全
体
の
な
か
で
の
整
合
性
・
計
画
性
を
必
要
と
す

／

国
土
全
体
と
の
関
係
で
の
道
路
計
画
策
定
に
■
つ
い
て
は
、
例
え
ば
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
が
あ
る
。
同
法
二
条
に
よ
れ
ば
、
建
設
大
臣
は
高

速
自
動
車
国
道
お
よ
び
一
般
国
道
等
の
道
路
の
新
設
、
改
築
等
に
関
す
る
計
画
（
道
路
整
備
五
力
年
計
画
）
の
案
を
作
成
し
て
閣
議
の
決
定
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
こ
の
計
画
（
法
）
は
、
実
務
上
、
長
期
開
発
計
画
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
い

わ
ば
総
事
業
量
計
画
（
法
）
と
も
い
う
べ
き
」
も
の
で
あ
る
。
国
土
総
合
開
発
法
に
基
づ
く
全
国
総
合
開
発
計
画
の
中
で
も
道
路
の
新
設
・
整

備
に
関
す
る
政
策
目
標
は
重
要
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
道
路
建
設
は
地
域
の
総
合
的
な
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
制
度
上
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
道
路
関
係
法
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
が
、
そ
の
内
の
第
二
グ
ル
ー
プ
で
例
示
し
た
地
域
開
発
関

係
法
が
そ
の
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
過
疎
地
対
策
緊
急
措
置
法
は
、
過
疎
地
域
振
興
の
た
め
の
対
策
目
標
の
第
一
に
道
路
の
整
備
に
よ
る
地

域
内
外
の
交
通
の
連
絡
の
確
保
を
あ
げ
（
三
条
）
、
当
該
市
町
村
の
過
疎
地
振
興
計
画
の
中
に
道
路
整
備
計
画
が
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
い
る

（
六
条
）
。

以
上
の
よ
う
な
各
種
計
画
の
中
で
決
定
さ
れ
た
道
路
が
、
さ
ら
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
を
経
て
供
用
の
開
始
に
至
る
か
を
次
に
検
討

す
る
。

道
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（道8粂議会
の議決）
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（沌）1道＝道路法

、1）舶大臣の直轄国道については事業認定を受けるよう持那れているので区域決定を行なった後で

（2）その他の道路については・区舶定後買収にかかるよう榊されているが、実態上は、話心合いの

ついたところから用地を先行取得することもあり、どの時点で買収が開始されるかを、一律にいう
ことは困難である。

3塩野宏「国土開発．．1鋸屑より。

八
四

的
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
の
建

設
手
続

一
般
国
道
に
つ
い
て
は
、
道
路
審
議
会
の
議
を
経

て
（
道
路
法
七
九
条
）
、
政
令
に
よ
り
路
線
の
指
定

が
行
な
わ
れ
る
。
都
道
府
県
道
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
都
道
府
県
知
事
が
路
線
の
認
定
を
行
な
い

（
道
路
法
七
粂
）
、
そ
の
後
建
設
大
臣
の
認
可
を
受

け
た
の
ち
（
道
路
法
七
四
条
）
、
道
路
の
区
域
の
決

定
が
行
な
わ
れ
る
。
市
町
村
道
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
市
町
村
長
が
路
線
の
認
定
お
よ
び
区
域
の
決
定

を
行
な
う
（
道
路
法
八
条
、
一
八
条
）
。

回
　
高
速
自
動
車
国
道
の
建
設
手
続

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
の
予
定
路
線
の
う
ち
建

設
を
開
始
す
べ
き
路
線
（
こ
れ
を
建
設
線
と
い
う
）

の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
は
、
国
土
開
発
幹
線
自

動
車
建
設
審
議
会
の
議
を
経
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

〓
　
都
市
計
画
と
道
路
建
設



図4　高速自動車国道の建設手続

措）1幹線違法＝国土開発幹線自動車道建設法　高速法＝高速自動車国道法　特措法＝道路整備特別措置法

2　路線指定と基本計画の策定は、実態上は審議会において並行して審議されるが、前者が政令、後者が決定

ということから路線指定の方が官報掲載が若干遅れるものが通常である。

3　従来は区域決定の時期が上図の位置より遅れることが多かったので、実態上は実施計画の認可が終了し、

幅杭を設置した時点で用地買収にかかっていたが、今後は区竣決定を幅杭設置後速やかに行なうよう指導

されているようである。
塩野宏「田土開発」1鴨頁より○4
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都
市
計
画
法
で
は
道
路

を
都
市
施
設
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
（
同
法
二

条
）
、
都
市
計
画
事
業
あ

る
い
は
開
発
行
為
に
よ
り

道
路
の
建
設
・
整
備
が
行

な
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
道

路
は
、
建
設
の
さ
れ
方
が

異
な
る
だ
け
で
あ
り
、
建

設
さ
れ
た
道
路
は
道
路
法

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
都
市
計
画
街
路
は
、
市

町
村
も
し
く
は
都
道
府
県

が
施
行
者
と
な
っ
て
、
都

市
計
画
法
の
手
続
に
し
た

が
い
、
都
市
計
画
事
業
の

認
可
を
受
け
て
行
な
わ
れ

八
五
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る
街
路
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
る
。

ま
た
都
市
計
画
法
三
条
に
よ
り
市
街
地
開
掌
業
と
し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
事
業
に
よ
っ
て
も
公
共
施
設
と
し
て
の
道
路
の
建

設
が
行
な
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
る
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
、

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
朗
す
る
法
律
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
事
業
、
都
市
再
開
発
法
に
よ
る
市
街
地
開
掌

業
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
に
よ
る
新
都
市
基
盤
整
備
事
業
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
面
的
開
掌
業
に
よ
り
道
路
を
建
設
す
る
手
法
は
、
都
市

整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
の
有
力
な
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
面
的
開
発
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
道
路
の
う
ち
、
単
な
る
通
路
の

よ
う
な
補
助
的
機
能
し
か
果
た
さ
な
い
道
路
を
除
く
、
幹
線
的
な
道
路
は
道
路
法
の
道
路
と
し
て
管
理
さ
れ
る
。

伺
　
道
路
建
設
手
続
と
住
民
の
参
加

道
路
の
建
設
が
そ
の
地
域
全
体
、
と
り
わ
け
道
路
附
近
の
住
民
の
生
活
琵
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
は
第
毒
で
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
道
路
の
建
設
は
、
全
国
的
・
地
域
的
な
計
画
の
な
か
で
路
線
の
認
定
・
指
定
が
行
な
わ
れ
、
道
路
建
設
に
必
要
空
地

は
多
く
の
場
合
、
路
線
の
認
定
の
後
、
任
意
買
収
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
が
、
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
強
制
的
な
土
地
取
得
も
可
能
で
あ
る
。

道
路
建
設
に
よ
る
生
活
貰
破
壊
は
事
後
的
に
で
は
な
く
事
前
に
防
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ま
た
個
別
の
道
路
そ
の

も
の
は
全
体
の
道
路
網
体
系
の
中
で
路
線
が
定
ま
り
、
そ
の
後
に
認
定
・
指
定
処
分
や
土
地
収
用
処
分
が
あ
り
、
一
つ
の
処
分
は
全
体
の
計
画

と
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
道
路
の
設
置
自
体
の
可
否
は
事
業
の
実
施
が
開
始
さ
れ
る
以
前
に
、
す
な
わ
ち
計
画
の
段
階
で
公
正

か
つ
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
計
画
決
定
は
伝
統
的
に
行
政
の
専
門
性
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
分
野
と
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
計
画
決
定
に
お
け
る
適
正
な
裁
量
権
行
使
を
確
保
す
る
た
め
に
は
計
画
決
定
過
程
に
お
け
る
公
正
な
手
続
的
保
障
が
必
要
で
あ
る
と

現
行
法
制
度
の
も
と
で
の
道
路
建
設
手
続
に
お
い
て
は
、
一
般
国
道
お
よ
び
高
速
自
動
車
道
建
設
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
道
路
審
議
会
お
よ
び



国
土
開
発
幹
線
自
動
車
建
設
審
議
会
の
議
を
経
て
基
本
計
画
な
い
し
路
線
の
指
定
が
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
に
関
し
て

は
、
地
方
議
会
の
議
決
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
間
接
的
に
地
域
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
建
設
手
続
に

お
け
る
審
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

道
路
審
議
会
は
、
建
設
省
の
付
属
機
関
と
し
て
、
建
設
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
道
路
整
備
計
画
、
一
般
国
道
の
路
線
の
指
定
ま
た
は
道
路
の

構
造
お
よ
び
工
法
そ
の
他
道
路
に
関
す
る
制
度
を
調
査
し
、
審
議
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
関
係
行
政
機
関
に
建
議
す
る
こ
と
を

そ
の
所
掌
事
務
と
し
て
い
る
（
道
路
法
七
九
条
、
建
設
省
設
置
法
一
〇
条
）
。
審
議
会
委
員
は
、
道
路
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
並
び
に

関
係
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
中
か
ら
建
設
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
定
数
二
五
人
以
内
で
任
期
は
二
年
と
な
っ
て
い

る
。
昭
和
五
〇
年
度
の
委
員
の
内
、
学
識
経
験
者
と
し
て
任
命
さ
れ
た
者
は
、
経
済
団
体
連
合
会
常
任
理
事
、
日
本
自
動
車
工
業
会
会
長
等
の

経
済
団
体
・
企
業
関
係
者
六
名
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
総
裁
、
住
宅
金
融
公
庫
総
裁
等
の
公
団
・
公
庫
・
事
業
団
関
係
者
が
三
名
、
大
学
教

授
二
名
、
そ
の
他
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
関
係
行
政
機
関
職
員
と
は
、
警
察
庁
長
官
、
国
土
・
大
蔵
・
農
林
・
通
商
産
業
・
運
輸
・
建
設
・
自

治
事
務
次
官
の
計
八
名
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
職
員
と
は
、
知
事
・
市
長
・
町
長
の
三
名
で
あ
る
。

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
は
、
総
理
府
の
付
属
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
線
の
基
本
計
画
や
整

備
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
す
る
こ
と
を
そ
の
所
掌
事
務
と
し
て
い
る
（
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
二
条
、
総
理
府
設
置
法
一
五
条
）
。

会
長
は
内
閣
総
理
大
臣
で
、
委
員
は
各
省
庁
大
臣
一
〇
名
、
衆
議
院
議
員
八
名
、
参
議
院
議
員
五
名
、
学
識
経
験
者
八
名
以
内
と
な
っ
て
い

る
。
学
識
経
験
者
は
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
が
、
昭
和
五
〇
年
度
の
委
員
は
、
経
済
団
体
・
企
業
関
係
者
が
五
名
、
大
学
教
授

・
評
論
家
三
名
で
あ
る
。

一
般
に
審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
理
由
は
、
行
政
に
対
し
て
専
門
的
知
識
の
導
入
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
、
し
か
も
審
議
に
公
正
さ
を
保
ち
、

各
層
各
団
体
の
利
害
を
調
整
し
っ
つ
、
各
種
行
政
の
総
合
調
整
を
行
な
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
二
つ
の
審
議
会
の
委
員
構
成

道
路
法
制
と
環
境
保
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l
、
l
＼

を
み
る
な
ら
ば
、
学
識
経
験
者
と
い
わ
れ
る
人
々
が
・
ど
の
よ
う
な
国
民
的
基
盤
の
う
え
に
、
ど
の
よ
う
な
利
益
を
代
表
す
る
者
と
し
て
選
ば
れ

て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
さ
ら
に
、
全
国
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
と
同
時
に
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
国
道
・
高
速
道
路
に
つ
い
て
、

地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
点
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
－
般
に
審
議
会
の
答
申
は
、
諮
問
機
関
と
し
て
の
意
思
表
示

に
す
ぎ
ず
、
行
政
庁
が
そ
の
答
申
を
採
用
し
て
国
家
意
思
と
す
る
か
否
か
は
行
政
庁
の
権
限
で
あ
り
、
答
申
に
は
法
的
拘
束
力
は
認
め
ら
れ
な

い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
里
の
こ
と
か
ら
、
道
路
建
設
に
か
か
わ
る
地
域
住
民
の
生
活
芸
喜
む
公
共
的
利
益
の
適
切
な
形
成
は
、
現
行
の

審
議
会
制
度
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
禁
。

㈱
　
道
路
の
管
理
主
体
と
地
方
自
治

道
路
法
は
道
路
嘉
速
自
動
車
国
道
、
蒜
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道

の
四
種
類
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
管
理
主
体
を
表
諾
よ
う
に
定
め
て

い
る
。
高
速
自
動
車
国
道
の
道
路
管
理
者
は
、
建
設
大
臣
で
あ
る
が
、
道
路
整
備

特
別
措
置
法
に
よ
り
、
日
本
道
路
公
団
が
建
設
大
臣
の
権
限
を
代
行
し
て
、
新
設

・
改
築
・
推
持
・
修
繕
等
を
行
い
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

道
路
法
制
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
役
割
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、

検
討
の
対
象
に
な
る
べ
き
道
路
は
主
要
に
は
都
道
府
県
道
お
よ
び
市
町
村
道
で
あ
道路管理者

高
速
自
動
車
国
道

建
設
大
臣

（
高
速
自
動
車
国
道
法
第
六
条
）

一般国道

指
定
区
間
外

都
道
府
県
道

市
　
町
　
村
　
道

建
設
大
臣

（
道
路
法
第
二
秦
、
第
二
三
条
）

：
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都
道
府
県
知
事
指
定
市
の
長

道
路
法
第
一

（
新
設
・
改

設
大
臣
が

壷
ヽ

行築

うは

0原

一別第
．．－＿一　　　ヽ

と

粂し七
）て条
建0

都
道
府
県
・
指
定
市

（
道
路
法
第
一
五
条
、
第
一
七
条
）

市
町
村
（
道
路
法
第
一
六
条
）

長
は
国
の
機
関
と
し
て
、
機
関
委
任
事
務
た
る
道
路
管
理
を
行
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
建
設
大
臣
の
管
理
す
る
道
路
と
み
な
し
う

る
。
た
だ
し
、
機
関
委
任
事
務
を
執
行
す
る
国
の
機
関
と
し
て
の
長
の
地
位
は
、
同
一
行
政
主
体
内
部
に
お
け
る
下
級
行
政
機
関
の
そ
れ
で
は

る
。
一
般
国
道
の
内
で
も
、

指
定
区
間
外
の
道
路
は
、
都
道
府
県
知
事
も
し
く
は
指
定
市
の
長
が
管
理
主
体
と
な

っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
場
合
の



な
く
、
か
っ
て
の
砂
川
事
件
判
決
（
最
高
裁
判
決
昭
和
三
五
年
六
月
一
七
日
民
集
一
四
巻
八
号
一
四
二
〇
頁
参
照
）
で
争
わ
れ
た
よ
う
に
、
職
務

執
行
命
令
訴
訟
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
異
な
る
け
れ
ど
も
、
一
般
国
道
の
内
で
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
も
し
く

は
指
定
市
の
長
に
管
理
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
本
質
的
意
味
は
、
道
路
費
用
の
負
担
制
度
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
道
路
法
四
九
条
は
道
路
の
管
理
に
関
す
る
費
用
は
原
則
と
し
て
当
該
道
路
の
管
理
者
が
負
担
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
そ

し
て
同
法
五
〇
条
は
、
国
道
の
管
理
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
「
国
道
の
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
は
、
建
設
大
臣
が
当
該
新
設
又
は
改

築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
国
が
そ
の
三
分
の
二
を
都
道
府
県
が
そ
の
三
分
の
一
を
負
担
し
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
新
設
又
は
改
築
を
行
う

場
合
に
お
い
て
は
国
及
び
当
該
都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
も
の
」
と
し
、
「
国
道
の
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
に
要

す
る
費
用
は
、
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
国
及
び
都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
を
負
担
し
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に

係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
の
負
担
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
道
路
の
管
理
主
体
と
そ
の
費
用
負
担
と
は
法
的
に
は
異
な
る
レ
ベ
ル

の
問
題
で
あ
る
が
、
現
行
法
に
お
い
て
は
少
く
と
も
管
理
主
体
の
違
い
に
対
応
し
て
費
用
負
担
の
原
則
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

都
道
府
県
道
の
管
理
は
、
そ
の
路
線
の
存
す
る
都
道
府
県
も
し
く
は
当
該
指
定
市
が
行
い
（
道
路
法
一
五
条
、
一
七
条
）
、
市
町
村
道
の
管

理
は
そ
の
路
線
の
存
す
る
市
町
村
が
行
う
（
道
路
法
一
六
条
）
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
道
路
法
七
五
条
に
よ

れ
ば
、
「
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
建
設
大
臣
は
国
道
、
都
道
府
県
道
及
び
指
定
市
の
市
道
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事

は
指
定
市
の
市
道
以
外
の
市
町
村
道
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
道
路
管
理
者
（
建
設
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。
以
下
本
条
及
び
次
条

中
同
じ
。
）
に
対
し
て
、
そ
の
処
分
の
取
消
、
変
更
そ
の
他
必
要
な
処
分
を
命
じ
、
又
は
そ
の
工
事
の
中
止
、
変
更
、
施
行
若
し
く
は
道
路
の

維
持
の
た
め
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
、
道
路
管
理
者
の
し
た
処
分
又
は
工
事
が
こ
の
法
律
、
こ
の
法
律
に
基
く
命
令
若
し

く
は
地
方
自
治
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
建
設
大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
に
違
反

道
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す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
　
二
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
。

そ
し
て
さ
ら
に
道
路
法
七
六
条
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
は
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
建
設
大
臣

に
、
市
町
村
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
に
道
路
整
備
計
画
や
道
路
に
関
す
る
工
事
の
施
行
実
績
な
ど
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
さ
れ
、
七
八
条
に
お
い
て
は
、
「
建
設
大
臣
は
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
は
市
町
村
に
対
し
、
道
路
を

保
全
し
、
そ
の
他
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
道
路
の
行
政
又
は
技
術
に
関
し
て
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

現
行
憲
法
上
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
は
後
見
的
上
下
関
係
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
併
立
対
等
関
係
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に

は
地
方
自
治
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
法
令
違
反
に
関
す
る
国
の
監
督
は
も
と
よ
り
、
合
目
的
性
の

問
題
に
関
し
て
も
、
国
は
必
要
な
勧
告
、
助
言
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
勧
告
、
助
言
等
は
非
権
力
的
な
関
与
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
、
法
的
拘
束
力
を
認
め
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
の
手
段
が
実
質
的
に
は
地
方
自
治
権
を
侵
害
す
る
か
な
り
強
い
手
段
と
な
り
う
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
　
道
路
法
制
に
お
け
る
環
境
保
護

餌
　
道
路
建
設
・
管
理
法
制
の
保
護
法
益

道
路
法
一
条
は
「
こ
の
法
律
は
、
道
路
網
の
整
備
を
図
る
た
め
、
道
路
に
関
し
て
、
路
線
の
指
定
及
び
認
定
、
管
理
、
構
造
、
保
全
、
費
用

の
負
担
区
分
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
交
通
の
発
達
に
寄
与
し
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
定
め
て
い

る
。
ま
た
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
建
設
法
は
、
第
一
条
で
「
こ
の
法
律
は
、
国
土
の
普
遍
的
開
発
を
は
か
り
、
画
期
的
な
産
業
の
立
地
振
興



及
び
国
民
生
活
儀
域
の
拡
大
を
期
す
る
と
と
も
に
、
産
業
発
展
の
不
可
欠
の
基
盤
た
る
全
国
的
な
高
速
自
動
車
網
を
新
た
に
形
成
さ
せ
る
た

め
、
国
土
を
縦
貫
し
、
又
は
横
断
す
る
高
速
幹
線
自
動
車
道
を
開
設
し
、
及
び
こ
れ
と
関
連
し
て
新
都
市
及
び
新
農
村
の
建
設
等
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
目
的
の
も
と
に
、
先
に
述
べ
た
予
定
路
線
の
決
定
・
建
設
線
の
決
定
、
路
線
の
指
定

又
は
認
定
等
に
始
ま
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
下
に
道
路
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
道
路
の
管
理
と
は
、
道
路
管
理
者
が
一
般
交
通
の

用
に
供
す
る
施
設
と
し
て
道
路
本
来
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
す
る
積
極
、
消
極
作
用
の
一
切
を
指
す
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
心
は
道

路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
で
あ
る
。
道
路
法
二
九
条
は
、
道
路
の
構
造
に
つ
い
て
、
「
道
路
の
構
造
は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
の
地

形
、
地
質
、
気
象
そ
の
他
の
状
況
及
び
当
該
道
路
の
交
通
状
況
を
考
慮
し
、
通
常
の
衝
撃
に
対
し
て
安
全
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
安
全
か

つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
四
二
条
に
お
い
て
、
「
道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良

好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て
一
般
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
道
路
関
係
法
に
お
け
る
法
目
的
な
い
し
保
護
法
益
に
つ
い
て
、
塩
野
宏
教
授
は
以
下
の
よ
う
な
問
題
の
所
在
を
指
摘
さ
れ
る
。

「
道
路
法
に
お
い
て
は
、
道
路
の
プ
ラ
ス
の
効
用
の
達
成
の
み
が
法
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
持
つ
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
へ
の

配
慮
は
、
少
な
く
と
も
、
法
律
の
文
言
上
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
文
言
上
の
建
前
は
、
単
に
道
路
関
係
立
法
に
限
ら

れ
ず
、
た
と
え
ば
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
点
を
法
解
釈
に
お
い
て
徹
底
す
る
な
ら
ば
、
具
体
の
公
共
事
業
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
目
的
に
合
致
し
て
い
る
限
り
適
法
で
あ
る
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
限
り
は
、
被
害
を
受
け
る
者
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
何
ら
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
帰
結
が
導
き

出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
果
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
公
共
事
業
と
い
え
ど
も
、
結
局
は
、
国
民
の
福
祉

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
別
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
公
物
管
理
法
も
、
わ
が
国
の
全
体
の
法
秩
序
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
公
共
事
業
も
、
そ
れ
自
体
町
効
用
の
み
で
法
的
評
価
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
は

通
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な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
公
共
事
業
の
こ
の
独
走
性
を
ど
の
よ
う
な
法
の
技
術
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
で
あ
ろ

（
9
）

そ
こ
で
次
に
道
路
の
建
設
・
管
理
と
環
境
保
護
に
か
か
わ
る
主
要
な
判
例
の
動
向
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
の
所
在
を
よ
り
明
確

に
す
る
こ
と
と
す
る
。

㈲
　
道
路
の
建
設
・
管
理
に
対
す
る
司
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

今
日
の
道
路
の
利
用
は
、
か
っ
て
の
よ
う
な
人
の
歩
行
を
主
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自
動
車
交
通
を
主
と
し
た
も
の
に
変
っ
て
き
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
自
動
車
の
大
量
交
通
に
よ
る
騒
音
、
振
動
、
排
出
ガ
ス
等
の
発
生
と
そ
れ
ら
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
お
よ
び
健
康
へ
の
侵
害
現

象
が
各
地
で
発
生
し
、
そ
れ
は
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
。

本
節
で
は
、
い
わ
ゆ
る
道
路
公
害
発
生
の
原
因
と
な
り
う
る
道
路
の
建
設
そ
の
も
の
を
争
う
訴
訟
お
よ
び
道
路
の
管
理
の
方
法
を
争
う
訴
訟

を
素
材
と
し
て
、
道
路
の
建
設
・
管
理
に
対
す
る
司
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
構
造
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
訴

訟
と
し
て
は
、
道
路
の
設
置
・
管
理
よ
り
生
ず
る
害
悪
の
阻
止
ま
た
は
聖
口
賠
償
の
請
求
を
被
害
者
が
民
事
訴
訟
と
し
て
提
起
す
る
場
合
も
多

い
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
行
政
事
件
訴
訟
法
に
基
づ
く
訴
訟
に
限
定
し
て
検
討
を
す
す
め
る
。
す
な
わ
ち
、
道
路
の
建
設
・
管
理
に
対
す
る
環

境
の
保
護
を
求
め
る
地
域
住
民
の
訴
え
が
行
政
事
件
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
認
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
を
検

討
す
る
こ
と
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。

行
政
事
件
訴
訟
法
は
、
行
政
事
件
訴
訟
を
抗
告
訴
訟
、
当
事
者
訴
訟
、
民
衆
訴
訟
お
よ
び
機
関
訴
訟
の
四
類
型
に
分
け
て
い
る
が
、
本
筋
で

は
環
境
保
護
を
求
め
る
訴
訟
と
し
て
現
実
に
最
も
多
く
活
用
さ
れ
て
き
た
訴
訟
は
抗
告
訴
訟
の
中
で
も
取
消
訴
訟
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

取
消
訴
訟
を
中
心
に
考
察
す
る
。



取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
、
ま
ず
訴
訟
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
と
、
た
と
え
蝦
症
あ
る
遵
法
な
行
政
行
為
の
取
消
請
求
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
本
案
審
理
に
入
る
こ
と
な
く
、
そ
の
訴
え
は
却
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
に
取
消
訴
訟
の
訴
訟
要
件
と
し
て
、
．
①
訴
訟
の
対
象
と

な
る
行
政
処
分
の
存
在
、
㊥
原
告
適
格
、
㊥
訴
え
の
利
益
、
＠
被
告
適
格
、
⑨
管
轄
裁
判
所
、
⑥
出
訴
期
間
な
ど
が
問
題
と
な
る
が
、
右
の
要

件
の
う
ち
、
環
境
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
①
と
㊥
が
法
解
釈
論
上
長
も
問
題
と
な
る
の
で
、
ま
ず
取
消
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
処
分
性

と
原
告
適
格
を
め
ぐ
る
法
解
釈
論
上
の
問
題
を
検
討
し
た
う
え
で
行
政
処
分
の
違
法
性
の
内
容
的
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

㈹
　
対
象
と
な
る
行
政
処
分

抗
告
訴
訟
の
対
象
は
、
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
処
分
性
の
要
件
と
し
て
①

処
分
の
主
体
が
行
政
庁
で
あ
る
こ
と
、
㊥
行
政
庁
の
行
為
が
対
外
的
に
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑨
行
政
庁
の
権
力
行
為
で
あ
る
こ
と
、
④
国

民
の
権
利
・
義
務
に
具
体
的
変
動
を
及
ぼ
す
行
為
で
あ
る
こ
と
の
四
つ
の
要
件
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
道
路
建
設
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
、
行
政
庁
の
ど
の
よ
う
な
行
為
が
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
建
設
プ
ロ
セ
ス
の
最
も
早
い
段
階
に
お
い
て
、
基
本
計
画
が
た
て
ら
れ
る
。
道
路
計
画
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
土
地
区
画
整
理
事

業
計
画
に
関
し
て
の
判
例
で
あ
る
が
、
か
っ
て
最
高
裁
大
法
廷
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
は
、
…
…
事
業
の
基

本
的
事
項
に
つ
い
て
…
…
長
期
的
見
通
し
の
も
と
に
、
健
全
な
市
街
地
造
成
を
目
的
と
す
る
高
度
の
行
政
的
・
技
術
的
裁
量
に
よ
っ
て
、
一
般

的
・
抽
象
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
事
業
計
画
は
、
公
告
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
も
、
直
接
特
定
個
人
に
向
け
ら
れ
た
具
体
的
な

処
分
で
は
な
く
、
ま
た
宅
地
・
建
物
の
所
有
者
又
は
賃
借
人
等
の
権
利
に
具
体
的
の
変
動
を
与
え
る
行
政
処
分
で
は
な
い
。
…
…
事
業
計
画
の

決
定
な
い
し
公
告
の
段
階
で
、
そ
の
取
消
又
は
無
効
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
を
許
さ
な
け
れ
ば
、
権
利
保
護
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

は
い
い
難
く
、
そ
の
よ
う
な
訴
え
は
、
…
…
争
訟
の
成
熟
性
な
い
し
具
体
的
事
件
性
を
欠
く
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

土
地
区
異
整
理
事
業
計
画
は
、
そ
れ
が
公
告
さ
れ
る
と
宅
地
建
物
の
所
有
者
等
に
建
築
制
限
等
の
効
果
が
生
ず
る
（
土
地
区
画
整
理
法
七
六
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条
一
項
）
が
、
道
路
整
備
五
力
年
計
画
は
そ
の
よ
う
な
法
効
果
を
伴
う
も
の
で
も
な
い
の
で
、
そ
れ
に
処
分
性
を
認
め
る
こ
と
は
い
っ
そ
う
困

難
で
あ
る
。
ま
た
最
高
裁
は
、
ご
み
焼
却
場
の
設
置
計
画
そ
の
も
の
の
都
議
会
の
議
決
は
、
都
の
内
部
的
手
続
行
為
に
と
ど
ま
り
、
行
政
庁
の

（
1
1
）

処
分
に
は
あ
た
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

次
に
道
路
の
路
線
の
認
定
ま
た
は
指
定
と
区
域
の
決
定
が
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
り
う
る
か
を
考
察
す
る
。
市
道
路
線
変
更
処
分
無
効
確
認

等
請
求
事
件
に
お
い
て
東
京
高
裁
が
判
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
道
の
路
線
変
更
処
分
は
、
道
路
区
域
決
定
処
分
の
基
礎
を
な
す
も

の
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
自
体
は
、
新
路
線
の
認
定
に
よ
り
、
そ
の
路
線
の
属
す
る
道
路
を
道
路
法
上
の
特
定
の
種
類
の
道
路
と
す
る
と
と

も
に
、
旧
道
路
に
つ
い
て
は
そ
の
供
用
を
廃
止
す
る
と
い
う
だ
け
の
行
為
で
あ
っ
て
、
国
民
の
権
利
義
務
に
法
律
上
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
庁
の
処
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
道
路
の
区
域
の
決
定
は
、
そ
の
決
定
に
よ
り
、
そ

の
敷
地
に
関
す
る
権
利
に
対
七
て
制
限
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
損
失
を
受
け
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
道
路
管
理
者
は
そ
の
者
に
対
し
、
通

常
受
け
る
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
区
域
の
決
定
は
国
民
の
権
利
義
務
に
直
接
法
律
上
の
影
響
を
及
ぼ
す
行

為
で
あ
っ
て
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
政
庁
の
処
分
に
あ
た
る
と
し
た
。

判
例
は
一
般
的
に
、
環
境
を
破
壊
す
る
一
連
の
道
路
施
設
設
置
行
為
の
い
く
つ
か
の
も
の
を
行
政
処
分
か
ら
は
ず
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
抗

告
訴
訟
を
否
定
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
若
干
異
な
る
見
解
を
示
し
た
判
例
も
あ
る
。
国
立
歩
道
橋
事
件
の
東
京
地
裁
は
、
歩
道
橋
の
設
置
は
、

行
政
庁
の
住
民
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
高
権
的
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
と
は
い
え
な
い
が
、
地
元
住
民
の
日
常
生
活
に
広
い
係
わ
り
合
い
を

も
つ
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
個
々
の
行
為
に
分
解
し
て
行
政
庁
の
自
律
や
私
法
法
規
の
規
律
に
ゆ
だ
ね
る
よ
り
も
、
こ
れ
を
行
政
庁
の
一

体
的
行
為
と
把
捏
し
て
、
行
政
事
件
訴
訟
法
に
い
う
公
権
力
の
行
使
に
当
る
行
為
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
判
断
は
、
処
分
性

の
拡
大
を
主
張
す
る
有
力
学
説
の
支
持
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
立
歩
道
橋
事
件
の
本
案
判
決
（
東
京
高
判
昭
和
四
九
年
四
月
三
〇

日
行
裁
例
集
二
五
巻
四
号
三
三
六
頁
）
は
そ
の
処
分
性
を
否
定
し
た
。



回
　
原
告
適
格

抗
告
訴
訟
は
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
行
政
の
適
法
性
を
保
障
す
る
客
観
訴
訟
と
は
異
な
り
、
行
政
の
遵
法
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個

人
が
蒙
っ
た
不
利
益
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
主
観
的
訴
訟
で
あ
る
か
ら
、
遵
法
な
行
政
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
る
場
合
に
は
、
「
法
律
上

の
利
益
」
の
侵
害
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
学
説
や
判
例
の
動
向
は
、
こ
の
「
法
律
上
の
利
益
」
に
つ
き
、
古
典
的
な
、
権
利
と
反
射
的
利
益
の
二
分
論
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
実
定
法
が
保
護
し
て
い
る
利
益
を
広
く
と
ら
え
、
実
質
的
な
救
済
の
拡
大
を
は
か
る
傾
向
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
「
法
律

上
の
利
益
」
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
当
該
適
用
法
規
よ
り
直
接
に
導
び
か
れ
た
も
の
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
が
事
実
上
な
い
し
反
射
的

な
利
益
で
あ
っ
て
も
、
当
該
違
法
処
分
に
よ
り
蒙
る
損
害
の
具
体
的
内
容
に
よ
っ
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
傾
向
で
あ
る
。

道
路
設
置
に
か
か
わ
る
判
例
と
し
て
は
、
横
断
橋
の
設
置
に
対
し
て
環
境
権
侵
害
を
理
由
に
近
隣
住
民
の
執
行
申
立
て
を
認
め
た
国
立
歩
道

橋
事
件
が
注
目
さ
れ
る
。
原
告
適
格
を
拡
大
し
て
解
釈
す
る
そ
の
他
の
判
例
と
し
て
は
、
バ
ス
運
賃
値
上
げ
の
認
可
に
つ
い
て
近
隣
利
用
者
の

提
起
し
た
取
消
訴
訟
（
広
島
地
判
昭
和
四
八
年
一
月
一
七
日
行
裁
例
集
二
四
巻
一
・
二
号
一
頁
）
、
ガ
ス
の
特
別
供
給
条
件
に
関
す
る
通
産
大

臣
の
認
可
に
つ
き
供
給
区
域
内
の
住
民
の
提
起
し
た
取
消
訴
訟
（
東
京
地
判
昭
和
四
三
年
七
月
二
日
行
裁
例
集
一
九
巻
七
号
二
七
六
頁
）

な
ど
が
あ
る
。

最
高
裁
判
例
の
現
段
階
は
、
か
っ
て
の
公
衆
浴
場
営
業
許
可
無
効
確
認
請
求
事
件
（
最
高
判
昭
和
三
七
年
一
月
一
九
日
民
集
一
六
巻
二
号
五

七
頁
）
に
お
け
る
「
法
律
上
保
護
に
値
い
す
る
利
益
」
に
止
ま
り
、
主
婦
連
の
提
訴
し
た
ジ
ュ
ー
ス
不
当
表
示
事
件
で
は
主
婦
連
に
原
告
適
格

を
認
め
て
い
な
い
。

公
害
・
環
境
問
題
は
、
行
政
庁
の
処
分
の
第
三
者
で
あ
る
地
域
住
民
に
お
い
て
発
生
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
原
告
適
格
の
範
囲

の
拡
大
の
方
向
で
、
従
来
の
理
論
を
再
検
討
し
、
新
し
い
基
準
を
明
確
に
す
る
理
論
化
作
業
が
今
後
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

道
路
法
制
と
環
境
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護
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困
　
行
政
処
分
の
違
法
性

一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
行
政
行
為
の
違
法
事
由
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
道
路
の
建
設
・
管
理
に
か
か
わ
る
環
境
訴
訟
に
お
け
る
主
要
な
遵
法

事
由
と
し
て
は
、
行
政
庁
の
裁
量
判
断
の
過
程
に
お
け
る
違
法
性
と
法
律
に
定
め
ら
れ
た
手
続
過
程
に
お
け
る
違
法
性
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
道
路
建
設
・
管
理
法
に
お
い
て
は
、
道
路
が
環
境
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
対
す
る
配
慮
規
定
は
存
在

し
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
道
路
の
路
線
の
枠
内
に
お
い
て
具
体
的
に
道
路
の
位
置
を
定
め
、
幅
員
、
長
さ
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
行
政
府
の
専
門
的
技
術
的
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

行
政
庁
が
裁
量
判
断
を
す
る
に
つ
き
、
た
と
え
制
定
法
上
、
環
境
配
慮
に
つ
い
て
の
文
言
が
明
示
的
に
な
く
て
も
、
そ
の
裁
量
権
は
条
理

上
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
日
光
太
郎
杉
事
件
判
決
に
お
い
て
、
東
京
高
裁
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
土
地
収
用
法
二
〇
条
三
号
所
定
の
『
事
業
計
画
が
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
』
と
い
う
要
件
は
、

そ
の
土
地
が
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
る
べ
き
公
共
の
利
益
と
、
そ
の
土
地
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
前
者
が
後
者
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
…
…
控
訴
人
建
設
大
臣
が
こ
の
点
の
判
断
を
す
る
に
あ
た
り
、
本
来
最
も
重
視
す
べ
き
諸
要
素
、
諸
価
値
を
不
当
、
安
易
に
軽
視
し
、
そ

の
結
果
当
然
尽
す
べ
き
考
慮
を
尽
さ
ず
、
ま
た
本
来
考
慮
に
容
れ
る
べ
き
で
な
い
事
項
を
考
慮
に
容
れ
も
し
く
は
本
来
過
大
に
評
価
す
べ
き
で

な
い
事
項
を
過
大
に
評
価
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
同
控
訴
人
の
こ
の
点
に
関
す
る
判
断
が
左
右
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

同
控
訴
人
の
右
判
断
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
裁
量
判
断
の
方
法
な
い
し
そ
の
過
程
に
誤
り
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
違
法
と
な
る
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。
」



こ
の
よ
う
な
裁
量
の
鹸
越
・
濫
用
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
建
設
の
環
境
へ
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
司
法
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
行
政
決
定
の
違
法
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
と
し
て
、
行
政
手
続
に
お
け
る
顆
症
を
遵

法
事
由
と
す
る
こ
と
も
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
。
個
人
タ
ク
シ
ー
事
件
（
東
京
地
判
昭
和
三
八
年
九
月
一
八
日
行
裁
例
集
一
四
巻
九
号
一
六
六

六
頁
）
に
お
い
て
、
タ
ク
シ
ー
免
許
の
決
定
に
際
し
て
は
、
そ
の
方
法
、
手
続
に
つ
き
何
ら
法
律
上
の
定
め
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
免
許

申
請
者
は
、
公
正
な
、
事
実
の
認
定
に
つ
き
独
断
を
疑
う
こ
と
が
い
わ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
手
続
に
よ
っ
て
判
定
を
受
く
べ
き
法

的
利
益
の
保
障
を
享
有
す
る
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
判
示
さ
れ
た
。

道
路
建
設
手
続
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
適
正
な
行
政
手
続
と
行
政
過
程
の
透
視
可
能
性
の
拡
大
は
、
す
べ
て
の
行
政

過
程
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
よ
う
な
分
類
は
新
野
喜
一
郎
「
日
本
の
道
路
法
制
」
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
四
三
号
一
九
頁
に
よ
る
。

（
2
）
道
路
整
備
と
財
源
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
橋
清
這
路
の
経
済
学
』
、
住
田
昌
二
「
道
路
政
策
の
批
判
と
展
望
」
・
『
地
域
と
自
治
体
L
（
第
妄
）
九
三

頁
以
下
参
照
。

（
3
）
　
小
松
功
『
日
本
の
道
路
行
政
』
一
五
八
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
　
塩
野
宏
「
国
土
開
発
」
（
『
未
来
社
会
と
法
』
筑
摩
書
房
所
収
）
一
四
一
頁
。

（
5
）
　
行
政
管
理
庁
『
審
議
会
総
覧
（
昭
和
五
〇
年
版
）
L
四
九
四
頁
。

（
6
）
　
行
政
管
理
庁
、
前
掲
書
六
九
頁
。

（
7
）
審
議
会
制
度
を
検
討
し
た
文
献
と
し
て
、
佐
藤
功
「
審
議
会
」
芹
政
法
講
座
四
彗
有
斐
閣
・
兼
子
仁
－
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
＝
三
七
頁
以
下
、

（
8
）
道
路
法
制
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
行
政
的
関
与
に
つ
い
て
の
問
題
点
盲
指
摘
し
た
論
文
と
し
て
、
室
井
力
F
現
代
行
政

法
の
原
理
」
一
六
一
頁
以
下
が
参
考
に
な
る
。

（
9
）
　
塩
野
宏
、
前
掲
書
一
七
一
頁
。

道
路
法
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（
1
0
）
　
最
高
裁
判
決
・
昭
和
竺
年
二
月
二
三
日
・
民
集
二
〇
巻
二
号
二
七
一
貢
。

（
1
1
）
ご
み
焼
却
場
設
置
条
例
無
効
確
認
請
求
事
件
・
最
高
裁
判
決
・
昭
和
三
九
年
一
〇
月
二
九
日
民
集
一
八
巻
八
竺
八
〇
九
貢
。

（
誓
　
東
京
高
裁
判
決
・
昭
和
四
二
年
七
月
二
六
日
・
行
裁
例
集
六
巻
七
三
〇
六
五
貢
。

（
1
3
）
　
東
京
地
裁
決
定
・
昭
和
四
五
竺
〇
月
一
四
日
・
行
裁
例
集
≡
巻
一
〇
号
二
八
七
貢
。

（
1
4
）
　
原
田
尚
彦
「
訴
え
の
利
益
L
参
照
。

（
悠
）
事
業
の
認
定
、
土
地
細
目
の
公
告
及
び
土
地
収
用
裁
決
取
消
請
求
訴
訟
事
件
・
東
京
高
裁
判
決
・
昭
和
四
八
年
七
月
一
三
日
・
行
裁
例
集
二
四
巻
六
・
七

号
五
三
三
頁
。

お

　

わ

　

り

　

に

本
稿
は
、
道
路
法
制
と
環
境
保
護
の
問
題
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
国
土
開
発
と
道
路
体
系
の
考
察
か
ら
始
め
、
道
路
を
め
ぐ
る
環
境
訴
訟

に
至
る
ま
で
、
そ
の
考
察
対
象
を
大
き
く
広
げ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
。
法
理
論
的
に
詳
細
に
検
討
す
べ
き
点
は
、
道
路
環
境
を
め
ぐ
る
紛

争
解
決
の
法
構
造
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
の
い
わ
ば
前
提
作
業
と
し
て
、
あ
え
て
課
題
を
広
げ
て
み
た
と
も
言
え
る
。

近
時
、
空
港
、
新
幹
線
、
道
路
な
ど
の
公
共
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
環
境
悪
化
を
理
由
と
す
る
地
域
住
民
の
反
対
運
動
に
直
面
し
た

地
方
自
治
体
の
中
に
は
、
事
前
に
こ
れ
ら
の
事
業
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
予
測
と
評
価
を
行
う
た
め
の
環
境
ア
ス
ス
メ
ン
ト
条
例
を
制
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
行
法
制
度
の
も
と
で
は
、
道
路
環
境
を
め
ぐ
る
紛
争
は
事
前
・
事
後
的
い
ず
れ
に
し
て
も
解
決
し
が

た
い
困
難
が
存
在
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

道
路
環
境
の
保
護
の
た
め
の
最
も
適
切
な
法
的
手
段
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
た
め
の
研
究
過
程
の
現

段
階
に
お
け
る
小
括
で
あ
り
、
課
題
整
理
を
し
た
も
の
で
あ
る
。


